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序 章  

 

 2011年 ３ 月 11日 午 後 ２ 時 46分 に 発 生 し た 東 日 本 大 震 災 は 、 地 震 に よ る 人 命 の 損

傷 、 家 屋 の 倒 壊 な ど の 被 害 の ほ か に 、 津 波 と 福 島 原 子 力 発 電 所 に お け る 津 波 の 浸 水 に

よ っ て も た ら さ れ た 大 規 模 な 放 射 線 被 害 の 三 重 の 要 因 に よ る 東 日 本 一 帯 に わ た る 広 範

な 地 域 に 大 き な 被 害 を も た ら し ま し た 。 そ の 結 果 、 死 者 ・ 行 方 不 明 者 は 18,502人 、

建 築 物 の 全 壊 ・ 半 壊 は 合 わ せ て 40万 410戸 の 大 き な 被 害 に な り ま し た 。 避 難 者 は 震

災 発 生 直 後 の ピ ー ク 時 に お い て は 40万 人 以 上 で 、３ 年 以 上 経 過 し た 現 時 点 で も 仮 設 住

宅 に 居 住 し 、 将 来 の 生 活 不 安 を 抱 え て い る 人 が 少 な く な い よ う で す 。  

 大 震 災 発 生 と 同 時 に 、 多 く の 国 内 外 の 機 関 か ら 救 護 班 が 被 災 地 に 駆 け 付 け ま し た 。

日 本 赤 十 字 社 も い ち 早 く 、 救 護 班 を 全 国 の 都 道 府 県 に 位 置 す る 支 部 か ら 被 災 地 に 派 遣

し 続 け 、看 護 師 は 、大 震 災 発 生 直 後 の 2011年 ３ 月 11日 か ら 2013年 8月 14日 ま で に

計 372人 ま で に な り ま し た 。  

 わ れ わ れ の 「 東 日 本 大 震 災 心 の ケ ア に 関 す る 」 研 究 班 は 、 日 本 赤 十 字 社 か ら 2012

年 9月 ま で に 被 災 地 に 派 遣 さ れ た 看 護 師 計 1727人 を 対 象 に 、「 東 日 本 大 震 災 派 遣 看 護

師 の 心 の ケ ア と サ ポ ー ト に 関 す る 研 究 」を「 学 校 法 人  日 本 赤 十 字 学 園 赤 十 字 と 看 護 ・

介 護 に 関 す る 研 究 助 成 」 に よ っ て 、 平 成 24年 度 か ら ２ 年 間 行 い ま し た 。   

 被 災 者 の 心 の ケ ア の 必 要 性 に つ い て は  1995年 １ 月 17日 に 発 生 し た マ グ ニ チ ュ ー

ド ７ ． ３ の 阪 神 淡 路 大 震 災 時 に 認 識 さ れ 、 そ れ 以 降 、 被 災 者 に 対 す る 心 の ケ ア は 、 次

第 に 体 系 化 さ れ 始 め ま し た 。 し か し 、 被 災 地 で 専 門 職 者 と し て 活 動 す る 看 護 師 に 対 す

る 心 の ケ ア に つ い て は あ ま り 検 討 さ れ て は い ま せ ん 。 ま し て 、 日 本 赤 十 字 社 に よ っ て

派 遣 さ れ る 看 護 師 は 災 害 看 護 に つ い て 日 常 か ら 十 分 に 訓 練 さ れ て い る と の 関 係 者 の 認

識 に 基 づ い て 、 心 の ケ ア を す る 専 門 職 者 と し て 認 識 さ れ る こ と は あ っ て も 、 心 の ケ ア

が 必 要 な 人 と し て の 認 識 は 、 派 遣 す る 側 、 派 遣 さ れ て 被 災 地 で 活 動 す る 看 護 師 側 に も

充 分 で は あ り ま せ ん 。 そ の よ う な 現 状 認 識 か ら 本 研 究 を 大 震 災 後 約 ９ か 月 経 過 し た 時

期 か ら 行 う こ と に し ま し た 。  

 わ れ わ れ は 、 ま ず 、 被 災 地 に 看 護 師 を 派 遣 し た 病 院 の 看 護 部 長 に 研 究 協 力 を お 願 い

し 、 そ の 賛 同 を 得 た 病 院 か ら 東 日 本 大 震 災 の 被 災 地 に 派 遣 さ れ て 救 護 活 動 を 行 っ た 看

護 師 を 対 象 に「 心 的 反 応 お よ び ケ ア ニ ー ズ 」を 明 ら か に す る 目 的 で 質 問 紙 調 査 を 行 い 、

回 答 の 得 ら れ た 991名（ 回 収 率 ５ ７.４ ％ ）の デ ー タ を 分 析 し ま し た 。そ の 結 果 、心 の

ケ ア シ ス テ ム が 病 院 に は あ る と 回 答 し た 人 が 11.4％ で 、そ れ に は 休 暇 、個 別 カ ウ ン セ

リ ン グ 、 集 団 療 法 な ど が 含 ま れ て い ま し た 。 ま た 、 救 護 活 動 か ら 帰 っ た 後 で 心 の ケ ア

を 受 け た 人 は 、約 24%認 め ら れ ま し た 。調 査 時 点 の 心 身 の 健 康 状 態 を GHQ(精 神 健 康

調 査  世 界 保 健 機 構 版  The General Health Questionnaire 以 下 GHQと す る )で 調

べ た と こ ろ 、６ 点 以 上 の 健 康 と は 言 え な い 人 が 約 38％ 、20点 以 上 の 高 得 点 群 が 2.1％

認 め ら れ ま し た 。  

 そ こ で 、そ の 心 の ケ ア に 影 響 す る 要 因 を 詳 し く 調 べ る 目 的 で フ ォ ー カ ス・グ ル ー プ・

イ ン タ ビ ュ ー を 、看 護 部 長 の 賛 同 が 得 ら れ た 10の 病 院 で 同 意 の 得 ら れ た 看 護 師 計 ７ ８

名 に 行 い ま し た 。 そ の 結 果 、 派 遣 命 令 を う け て 準 備 を し 、 勤 務 調 整 や 家 族 へ の 説 得 な

ど を し て 出 か け た の ち に 、 派 遣 さ れ て 到 着 し た 被 災 地 で は 予 期 せ ぬ 光 景 を 見 聞 き し 、







－ 1 －
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２）  派遣命令の 方法  

               エピソード  

    

 

 

 

 

 

 

被災地救護 班経験があ っても、発 災直後に派 遣すること ができると は限らない 。 

 発災直後 からの災害 サイクルの 急性期に派 遣する場合 には、適任 者が見つか っ て

も後方支援 組織の事情 から派遣が 難しい場合 がある。  

 救護班派 遣の終盤の 人選は、撤 収における マネジメン ト能力が要 求されるの で、  

難しい。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③派遣要員 の情報  

  ・被災 地救護経験 者の有無  

  ・災害 関連の研修 受講状況、取得してい るクリニカ ルラダーの レベルな ど 、

心身の健康 状況  

  ・家族 の健康状態 や家族の事 情 

  ・看護 の専門性と 経験年数  

  ・後方 支援組織の 業務量や欠 員状況など 、後方支援 の可能性  

・急に派遣 命令を受け 、何も準備 しないで出 かけたので 、寒く、食 べ物のない  

苦痛を経験 しました。  

・大規模災 害のニュー スを聞いて 、いつ命令 を受けても よいように 準備しまし た 。 

・早く被災 地に出かけ たいと思っ て、志願し ました。  

・災害発生 時に、最初 に派遣する 人材の選択 は難しかっ たです。  

派遣の人選 は常時から 災害サイク ル別のリス トを作成し ておき、当 事者 に

も周知し、 了解を得て おく。  

発災時には 、災害サ イ クル別の派 遣リストに 沿って、あ らかじめ 、派遣時

期を当事者 に伝えてお く。  

派遣要員の 人選には 、能力、心 身 の健康状態 、家庭の 状 況、後方 支 援組織

における派 遣の可能性 などを考慮 する。  

発災直後に は、経験 豊 かで、心 身 、物資の 準 備態勢が直 ちに取れて 、後方

支援も得ら れる人を派 遣すること が望ましい 。発災直後 には、とに かく現 地

に行って何 とか役に立 ちたいとい う人が出て くるが、看 護実践能力 、災害 実

践能力など を見極める ことが大切 である。  

－ 3 －
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３）  情報提供  

  

エピソード  

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 情報収 集 

   現地の 情報、活動 内容、既派 遣チームか らの情報提 供 

(2) 準備物 品 

     ①  チーム持参 物品の準備 と確認  

     ②  個人装備の 準備の支援   

(3)ブリーフィングの 開催と内容  

     ①  自己紹介  

     ②  役割及び活 動内容の明 確化と共有  

     ③  心身の健康 状態の確認  

     ④  こころのケ ア 

   ⑤  現地情報の 共有  

   ⑥  安全確保と 避難方法  

   ⑦  携帯物品の 確認  

   ⑧  活動中の連 絡手段  

   ⑨  必要に応じ てレクチャ ー(災害時 の状況に応 じて) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

・事前に情 報がなく 、とるものも とりあえず 出かけて行 って、寒い 思いをし、

食べるもの もなく困り ました。  

・事前に病 院側からの 正式な説明 がない不安 から、前に 派遣された 人、現 地

にいる人な どから自分 で聞きまわ って情報を 得ました。  

・派遣命令 を受けると 同時に 、災 害研修会の 資料など 、持っている 資料を読

み直して準 備しました 。 

・看護部か ら説明を受 けたので準 備に不自由 はませんで した。  

・事前に派 遣されるチ ームに対し て、放 射能 のことなど の講義を受 けて、放

射能被害の 予防のため の備えにつ いて助言を 得ました。  

赤 十 字 の 場 合 に は 、 各 病 院 で 救 護 要 員 養 成 の た め の 教 育 が ラ ダ ー に 沿 っ

て 行 わ れ て い る が 、 事 前 に 病 院 あ る い は 看 護 部 の 責 任 者 か ら 派 遣 ご と に 、

命 令 や 課 題 、 期 待 な ど を 伝 え 、 必 要 な 情 報 に つ い て 改 め て 確 認 し 、 提 供 す

る 。 平 時 の 教 育 の 方 法 は 、 講 義 、 グ ル ー プ ワ ー ク 、 な ど を 用 い て 、 参 加 者

が 情 報 確 認 し 、 出 発 か ら 帰 還 ま で に チ ー ム ワ ー ク よ く 安 全 な 活 動 が で き る

ように派遣 チームが準 備態勢を作 ることがで きるように 配慮する。  

派 遣 チ ー ム ご と に 、 派 遣 す る 側 の 責 任 者 を 含 め て 職 員 が 出 発 式 な ど で 見

送 り 、 帰 還 式 な ど を 行 っ て 出 迎 え る こ と は 派 遣 さ れ た 職 員 に 勇 気 を 与 え 、

使命感や責 任感を再確 認し、安堵 感を覚えさ せ、心のケ アにつなが る。  

－ 4 －
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２．派遣さ れる側の準 備 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）情報収 集 

 （１）情 報収集の手 段 情報は 入ってくる のを待つだ けでなく、 取りに行く こと

も必要  

・自発的な 情報収集・ ・先発隊か らの話を聞 く 

   主体 的にメール 、写真、DVD、ニュ ース等から 情報を得る  

   講習 会、救護訓 練などの資 料、マニュ アル（手順 書）を読み 返す  

・病院から の情報収集 ・・先発隊 からの引き 継ぎを受け る 

       放射 能のこと、 放射線医師 のレクチャ ー 

              看 護部の担当 からのレク チャー  

              救 護班の師長 のマネジメ ントを教わ る 

              専 門家、リエ ゾンからの 情報収集  

（２）情報 収集の内容  

             

             

 

 

 

 

 

 

 

派 遣 さ れ る あ な た の 心 得  

1.元気に も どってくる ことが、第 一です。心 身の健康が 保たれるこ とが最優

先!! 

2.活動は チ ームで行う ことを原則 としていま す。思うよ うに活動が できなく

ても、あな た一人で背 負わないよ うにしまし ょう。  

3.出動命 令 があったら 、すぐに対 応できるよ うに、日頃 から、ロッ カーの中

に、ペット ボトルの水 、非常食、下着の着替 えなど、準 備しておき ましょ う 。 

 

エピソード  

 

・仕事が多 忙で準備不 足のまま。 情報を得て 心づもりを しました  

・食べ物が 無く、非常 に空腹を感 じました。  

・持参物 品 について事 前情報がな く何も持参 しなかった ので、困 り ました。 

・災害状況 （災害の種 類、発生時 刻、発生場 所）  

・被災地の 状況  

（ライフラ イン、建物 の損壊、火 災、交通状 況、死・負 傷者、  

被災地の医 療状況）  

・現地の気 候、現地の 天気予報  

・救護活動 内容、受診 者の特徴  

・被災地で 不足してい る医療物品 、薬  

・必要物品  

・宿泊施設 の状況  

・自己のス トレスマネ ジメント  

－ 5 －



 

２

      

      

 

 ３）個人 装備（自己 完結のため の）

    

    

 

 

 

 

 

 

 

                          

２ ）チーム 内の役割

      同行する 救護班で事 前に集まっ てチームメ ンバーを知 り情報交換

      それぞれ の役割の確 認

３）個人 装備（自己 完結のため の）

   自 分の事は自 分で出来る ようにする にはどうし たら良いか 考えながら 準備

     

                          

○ 状況に応じ て、すべて 又は一部を 持参する物

□救護員作 業衣

□シャツ、 下着、靴下

□携帯電話

□ 現 金

具

□使い捨て 手袋

□懐中電灯

□ポケット ティッシュ

□常備薬

○ その他 衣食住にか かるもの

   □食料

  □防寒 対策、着替 えなどの用 意（現地調 達の可能性 も考慮）

 □自分の 癒しグッズ

この地震を 契機に、水 と食料に関 しては病棟 の中で、大 体

物を置いて おこうと準 備してい

）チーム 内の役割  

同行する 救護班で事 前に集まっ てチームメ ンバーを知 り情報交換

それぞれ の役割の確 認

３）個人 装備（自己 完結のため の）

自 分の事は自 分で出来る ようにする にはどうし たら良いか 考えながら 準備

                          

状況に応じ て、すべて 又は一部を 持参する物

□救護員作 業衣

□シャツ、 下着、靴下

□携帯電話        

□ 現 金         

具  

□使い捨て 手袋

□懐中電灯        

□ポケット ティッシュ

□常備薬  

その他 衣食住にか かるもの

□食料          

□防寒 対策、着替 えなどの用 意（現地調 達の可能性 も考慮）

□自分の 癒しグッズ

この地震を 契機に、水 と食料に関 しては病棟 の中で、大 体

物を置いて おこうと準 備してい

 チーム内の コミュニケ ーションを 円滑にして おく

同行する 救護班で事 前に集まっ てチームメ ンバーを知 り情報交換

それぞれ の役割の確 認

３）個人 装備（自己 完結のため の）

自 分の事は自 分で出来る ようにする にはどうし たら良いか 考えながら 準備

                          

【 チ ェ ッ ク リ ス ト 】

状況に応じ て、すべて 又は一部を 持参する物

□救護員作 業衣     

□シャツ、 下着、靴下

       

        

□使い捨て 手袋     

       

□ポケット ティッシュ

       

その他 衣食住にか かるもの

         

□防寒 対策、着替 えなどの用 意（現地調 達の可能性 も考慮）

□自分の 癒しグッズ

この地震を 契機に、水 と食料に関 しては病棟 の中で、大 体

物を置いて おこうと準 備してい

9 

チーム内の コミュニケ ーションを 円滑にして おく

同行する 救護班で事 前に集まっ てチームメ ンバーを知 り情報交換

それぞれ の役割の確 認  

３）個人 装備（自己 完結のため の）  

自 分の事は自 分で出来る ようにする にはどうし たら良いか 考えながら 準備

                          

【 チ ェ ッ ク リ ス ト 】

状況に応じ て、すべて 又は一部を 持参する物

     □作業 帽

□シャツ、 下着、靴下  

       □身分 証明書等

         □ 軍 手

     □マス ク

       □ヘル メット

□ポケット ティッシュ   □ウエ ットティッ シュ

    □生理 用品

その他 衣食住にか かるもの  

         □ 水

□防寒 対策、着替 えなどの用 意（現地調 達の可能性 も考慮）

□自分の 癒しグッズ （これが重 要

エ ピ ソ ー ド

この地震を 契機に、水 と食料に関 しては病棟 の中で、大 体

物を置いて おこうと準 備してい ま す

 

チーム内の コミュニケ ーションを 円滑にして おく

同行する 救護班で事 前に集まっ てチームメ ンバーを知 り情報交換

自 分の事は自 分で出来る ようにする にはどうし たら良いか 考えながら 準備

                          

【 チ ェ ッ ク リ ス ト 】  

状況に応じ て、すべて 又は一部を 持参する物

□作業 帽    

□身分 証明書等

□ 軍 手      

□マス ク    

□ヘル メット  

□ウエ ットティッ シュ

□生理 用品  

□ 水       

□防寒 対策、着替 えなどの用 意（現地調 達の可能性 も考慮）

重 要 !!）  

エ ピ ソ ー ド  

この地震を 契機に、水 と食料に関 しては病棟 の中で、大 体

ま す  

チーム内の コミュニケ ーションを 円滑にして おく

同行する 救護班で事 前に集まっ てチームメ ンバーを知 り情報交換

自 分の事は自 分で出来る ようにする にはどうし たら良いか 考えながら 準備

 

状況に応じ て、すべて 又は一部を 持参する物  

    □靴  

□身分 証明書等 □筆記用具

     □ タ オ ル 、 洗 面 用

    □雨衣

 

□ウエ ットティッ シュ  

      □寝袋

□防寒 対策、着替 えなどの用 意（現地調 達の可能性 も考慮）

この地震を 契機に、水 と食料に関 しては病棟 の中で、大 体

チーム内の コミュニケ ーションを 円滑にして おく

同行する 救護班で事 前に集まっ てチームメ ンバーを知 り情報交換

自 分の事は自 分で出来る ようにする にはどうし たら良いか 考えながら 準備

 

□筆記用具  

□ タ オ ル 、 洗 面 用

□雨衣  

 

□寝袋  

□防寒 対策、着替 えなどの用 意（現地調 達の可能性 も考慮）

この地震を 契機に、水 と食料に関 しては病棟 の中で、大 体 3 日分 の

チーム内の コミュニケ ーションを 円滑にして おく  

同行する 救護班で事 前に集まっ てチームメ ンバーを知 り情報交換  

自 分の事は自 分で出来る ようにする にはどうし たら良いか 考えながら 準備

 

 

□ タ オ ル 、 洗 面 用

□防寒 対策、着替 えなどの用 意（現地調 達の可能性 も考慮）  

日分 の

自 分の事は自 分で出来る ようにする にはどうし たら良いか 考えながら 準備  

 

－ 6 －
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第 3 章 被災現地 における 活動  

 

１ ．  到 着 直 後 の 活 動  

  被災地 に到着後の 報告と班行 動は、以下 の 3 点で ある。  

 

1)支 部 (現 地 )災 害 救 護 実 施 対 策 本 部 等 へ の 到 着 報 告  

•  到着 報 告は 、救 護 班到 着の ア ピー ルと と もに 、適 切 な場 所を 得 て、 多関 係 機

関と連携し て救護にあ たるため不 可欠である 。 

•  救護班名簿 (様式 1)を 提出し、到 着報告をす る。  

•  支 部 (現 地 )災 害 救 護 実 施 対 策 本 部 が 設 置 さ れ て い な い 場 合 は 、 市 町 村 (現 地 )

災害対策本 部へ到着報 告をする。  

•  出動の命令 を行った支 部、所属病 院に連絡す る。  

 

2)情 報 収 集 ・ 状 況 報 告 ・ 伝 達  

•  被 災 地 支 部 (現 地 )災 害 救 護 実 施 対 策 本 部 や 市 町 村 (現 地 )災 害 本 部 等 か ら 被 害

状況・救護 活動状態を 確認する。  

•  情報収集内 容は次項参 照  

 

 3)支 部(現 地)災 害 救 護 実 施 対 策 本 部 ・ 他 関 係 機 関 と の 業 務 打 ち 合 わ せ  

•  業務分担の 確認  

•  救護所開設 場所の決定  

•  開設 地 周囲 環境 、 電源 、利 水 及び 開設 地 の安 全確 認 、並 びに 班 員居 住区 の 確

保 

•  トリアージ 体制、傷病 者搬送ルー ト・手段の 確認  

•  遺体の検案 、処置体制 の確認  

 

 

                              

 

－ 7 －
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現 地 に 到 着 後 の 情 報 収 集 に は 、 以 下 の 内 容 が あ り ま す 。  

   (1)被 災 地 域 の 状 況   

・被災地の 地域特性（ 都市・農村 、交通、社 会資源など ）  

・被 災地住 民の特徴（ 年齢構成、住民同士の ネットワー ク、住民組 織、住 民

の意識など ）  

・災害の種 類・規模  

・被害状況 （人的、物 的被害、ラ イフライン 等）  

・住環境（ プライバシ ーの確保等 ）  

・衛生環境 （清掃、換 気、飲料水 の確保、ト イレ等）  

・医療ニー ズ（応急処 置、慢性疾 患、感染症 、メンタル 面への対応 等）  

・医療保健 福祉サービ スの稼働状 況（病院・ 医院、デイ サービスセ ンタ ー 、

ホームヘル パーステー ション、作 業所等）  

・配給内容 ･配給状況 （水・食料 などの生活 必要品の充 足状況）  

・被災地を 管轄する保 健活動の拠 点・所在地  

(２ ） 被 災 対 象 者 の 状 況   

・家族構成 （同居家族 の有無、身 寄りの有無 等）  

・生活状況 （食事、睡 眠、トイレ 、仕事、情 緒的な支え （生きがい 、趣 味 、 

ペット等） 等）  

・被災住民 の生活の場 （自宅、避 難所、被災 前との違い ）  

・健康状態 （医療の必 要性、慢性 疾患等のコ ントロール 等）  

・近所づき あい  

・社 会資源 の利用状況（介護保険・福 祉サー ビス等：デ イサービス 、機能 訓

練、療育訓 練等）  

・気 持ち、思い（将来 の生活への 不安、恐怖 心、失った ものは何か（家、家

族･･･）  

・災害時支 援優先度の 高い人の把 握  

･  対象特 性的側面… 乳幼児・妊 産婦、高齢 者、障害者 、単身者、 要介護 者 、

外国人  

･  疾病問 題…難病 、寝たきり 、精神疾患 、慢性疾患 、結核、認 知 症、在宅 人

工呼吸療法 患者・在宅 酸素療法患 者など医療 依存度の高 い人  

－ 8 －



 

2． フェー ズ

 

 

 

 

急性期

被災地内
受
「防
少化

フェー ズ 別

急性期 発災〜

被災地内で十分
受けられずに
「防ぎえた災害死」
少化が目標

別 (災害 サイクルに おける各時 期

発災〜48時間

十分な医療を
けられずに死亡する

災害死」の極

亜急性期

災害がほぼ
し、家屋やライ
フライン等
急復旧が本格化
し始める発災
目から半月
しは1ヶ月後程度
までの時期

直接受傷した
に限らず、被災
者全ての健康状
態に目を向
身体的にも
的にも復興
けて生活をする
ことができるよ
うに支援をする

災害 サイクルに おける各時 期

•災害現場

•重傷者の

•黒エリアの

•DMAT

•被災現場臨時救護所

•避難所救護所

亜急性期

がほぼ収束
やライ
等の応
本格化
発災3日

半月ない
月後程度

時期

した人
、被災
健康状
向けて、

にも精神
復興に向

をする
ことができるよ

をする

•

•

•

•

•

慢性期

発災後1ヶ
しは数ヶ月後程度
まであり、応急復
旧が進み、復興
始まる時期

12 

災害 サイクルに おける各時 期

災害現場でのトリアージ

重傷者の後方搬送

エリアの設置と対応

DMATとの協議

被災現場臨時救護所

避難所救護所の設置

•避難所における

•避難所等巡回診療

•避難所、福祉避難所等
急搬送、透析患者等

•保健防疫対策及
気候、季節、災害
流行することが
発熱などの
外傷や、一次処置
の処置、精神的援助

•水補給と
取、ゴミ・トイレ・
い、避難所
生環境を整

•エコノミークラス
よっては (
症候群の予防

•生活不活発症対策等
生活では、体
特に高齢者
関節が固くなるなどして
く」なることがある

慢性期

ヶ月ない
月後程度
、応急復
、復興が

時期

 

災害 サイクルに おける各時 期 )班 活動 の概要

でのトリアージ

救急車、ヘリ

対応

被災現場臨時救護所の設置、負傷者

設置

における救護所

避難所等巡回診療

避難所、福祉避難所等
急搬送、透析患者等の

保健防疫対策及び感染症対策
気候、季節、災害の種類

することが予測される
などの一般的な疾病

、一次処置を受
処置、精神的援助を

と生活環境:安全
ミ・トイレ・排水

、避難所の生活環境
整える健康教育

エコノミークラス症候群
(車中泊等)などによるエコノミー
予防および指導

生活不活発症対策等・・
、体を動かす

高齢者の場合には
くなるなどして

なることがある。

•被災地
として、住民
方、環境状態
施(様式
ト活用)

•応急復旧活動
現地の混乱状況
地のニーズに
ることが

活動 の概要  

ヘリ、船、民間車両等

設置、負傷者の応急処置、安定化

救護所での診療

避難所、福祉避難所等からの重症者
の搬出

感染症対策・・
種類により感染症
される。風邪
疾病の予防・
受けた創傷のその
を行う。

安全な水の十分
排水や手洗い・う

生活環境などの基本的
健康教育の実施。

症候群・・避難場所
などによるエコノミー
指導が必要。

・・災害時の
かす機会が減ることで
には、筋力が低下

くなるなどして、徐々に
。

被災地の復旧・復興及
、住民の健康診断、定期処

方、環境状態のアセスメントの
様式3避難所アセスメントシー

)

応急復旧活動が始
混乱状況は続

のニーズに対応した
ることが必要な時期。

、船、民間車両等

応急処置、安定化

重症者の救

・・地域や
感染症が

。風邪や下痢、
・対処。
のその後

十分な摂
い・うが

基本的な衛
実施。

難場所に
などによるエコノミー

必要。

の避難所
ることで、
低下したり、
に「動けな

復興及びその
健康診断、定期処

のアセスメントの
アセスメントシー

始まっていても
続いている。現
した支援ができ

時期。

応急処置、安定化

びその支援
健康診断、定期処

のアセスメントの実
アセスメントシー

まっていても、
。現

ができ
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3.フェー ズ 別看護活動 の実際  

1)急性期  

1)  医療救護班 と心のケア 班が、同じ 場所で活動 することが ある。現地 の受け 入 れ

が 十 分 で な い 場 所 も あ る た め 、 そ れ ぞ れ の 班 の 役 割 、 活 動 内 容 を 明 確 に し て 、

協働するこ とが必要で ある。  

2)  現地の行政 との調整も 十分に行う 。 

 

発災直後の 派遣の場合 、通信手段 のない現場 に赴き、家 族や親族が 心配するな ど 、

殉職を含む 二次災害の 危険性を心 に持ちなが ら、活動す ることもあ る。  

また、見 た こともない 悲惨な被災 現場を目の 当たりにし て、衝撃を 受けると 同 時

に、現地も 混乱してい る状況であ るため、不 確定な役割 と活動によ る役割遂行 の 困

難さを感じ ることもあ る。  

通常、病 院 内での看護 活動であれ ばできるケ アが、でき ない状況に あり、慣 れ な

い環境で、 予期しない 活動による 焦りを感じ たりするこ とがあり、 逆に、想像 し て

いたよりも 、整った環 境で活動す ることによ り、「うし ろめたさ」を感じるこ と も あ

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エピソード 

 

 急性期の 出動の場合 は、自ら が 、あらゆ る 手段を用い て情報収集 をし、準 備 をしてお

くと自分の 不安が和ら ぎます。特 に、帰還し てきた経験 者からの情 報はとても 参考 に な

ります。ま た、過酷な 状況に出動 する心構え も必要です 。 

 

・直前 の班 と私の班メ ンバーが集 合して 、引 き継ぎ業務 があり 、あ る程度の情 報をい た

だいた事と 、前にちょ うど救護に 行った先輩 の看護師か ら状況を教 えて頂いた り、持 参

する物品な ど色々、情 報もらって 準備して行 きました。  

・自分達 の 班の直前に 派遣されて いる人たち から、頻 回 に、詳細 に 現地の様子 について 、

メールをし てもらった ことがよか った。逐 一 、連絡し あ うようにし て、直前 で「やっ ぱ

り○○がな いと困る」 って、持参 するものを 追加したり ・・・。  

・体を 冷や して熱を出 したりとか しないよう に、温 かく 、身軽 に過 ごせる方法 やチョ コ

レートは必 需品だった り、そうい う栄養をき っちり取れ るような食 事や衣類の 事 と か 、

情報を得て 準備してい きました。  

頑張りすぎ ないために 心がけてお こう  

・すべての ことに、対 応できるわ けではない ことを自覚 しておくこ と。  

・自分の限 界を知りな がら活動す ること。  

・一人で頑 張りすぎな いように、 ペアを組ん で活動する こと  

－ 10 －
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3) 慢性期 ：2～3 ヶ月から 2～ 3 年目の時 期 

 慢性期の 時期は、避 難所から自 宅に戻った り、仮設住 宅や復興住 宅へ移動し て い

ったりする 時期。  

  

避難所・仮 設住宅・復 興住宅の支 援には以下 の活動を実 施する。  

・病 気の悪 化、生活の 苦悩からの アルコール 依存、心的 外傷後スト レス障害(PTSD)

などによ り 、社会生活 が困難とな る状況があ る。そのよ うな状況に ならない た め

にも、看 護 師や保健師 の巡回訪問 による傾聴 や生活のア ドバイス、 時にはカ ウ ン

セリングや 精神専門医 紹介が必要 である。  

・ひとり暮 らしの高齢 者の孤独死 を防止する 。仮設住宅 や復興住宅 に移るとき は コ

ミュニティ ごとの仮設 住宅・復興 住宅が理想 である。  

・高齢者・ 障害者を寝 たきりにし ない。  

・仮設住宅 ・復興住宅 を住みよい 生活の場と するために 、コミュニ ティ作成の 手 伝

いをする。  

(参 考  弘 中 陽 子 ： イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル ナ ー シ ン グ レ ビ ュ ー  28: 45-49, 2005) 

 

 

 

 

エピソード 

 

・発災 4 日目、現地 の通信手段 が全く途絶 えており、 情報は何も 入らない、 テ レ ビ

の 映 像 で し か 現 地 の 状 況 が 分 か ら な い と い う 所 に “ い き な り 行 く ” と い う 状 況 で 、

心の準備さ えもできな かった。  

・ 自 分 達 は 、 他 か ら 来 ら れ て い る 救 護 班 や 、 開 業 医 の 先 生 達 の 活 動 も 整 理 す る 、 そ

の 人 達 も 、 来 て 活 動 し た っ て い う 風 に 思 っ て も ら え る 様 な 、 そ う い う と こ ろ の 配 慮

ま で し な い と い け な い 様 な 役 割 で し た 。 そ こ の 被 災 し て い る 人 達 だ け を 見 る の は な

く て 、 そ こ に 集 ま っ た ボ ラ ン テ ィ ア の 人 だ っ た り 、 救 護 員 の 人 だ っ た り っ て い う 人

への配慮。 毎日毎日も の凄い一生 懸命だった 。 

・巡回診 療 していると 、玄関で、「うちは 結 構です、大 丈夫です 、誰も病人は いませ

ん 」 と か っ て 言 う ん だ け ど も 、 私 た ち が 「 分 か り ま し た 」 っ て 言 っ て 連 絡 先 と か 教

えて帰ろう としたら 、何か若い人 がサーっと 出て来て、「ちょっ と 足怪我して るか ら

見 て 欲 し い ん だ 」 と か っ て 。 そ う す る と 、 何 人 か ゾ ロ ゾ ロ 出 て 来 た り し て 、 外 で 診

療 し た り し て 。 よ そ 者 み た い な 感 じ で 、 な か な か 受 け 入 れ て も ら え な い ん だ な っ て

感じました 。 

・ 自 分 が 津 波 で 流 さ れ て 、 流 れ て い る 途 中 で 、 そ こ の 近 所 の 人 に 助 け て も ら っ て 引

き 上 げ て も ら っ て 、 そ こ の お 家 に ビ チ ョ ビ チ ョ の ま ま 一 晩 泊 め て も ら っ て 、 で ち ょ

っ と 風 邪 を ひ い た の で 診 察 し て 欲 し い っ て い う 方 が 診 療 に 来 ら れ た 時 に 、 も の 凄 く

冷静に話を されるので 、何て返事 をしていい んだろうっ て凄く考え ました。  

 

－ 12 －



－ 13 －



－ 14 －



18 
 

第４章 派遣要員 の到着後 の活動の 実際  

１．救護所 での活動  

エ ピ ソ ー ド  

 

・一日 100 人くらい の来所者の ケアをし、 記録しまし た。  

来所者の内 訳  風邪 、アレルギ ー、肩や腰 が痛い人（ 片付けのた め）  

     慢性疾患（ 心疾患、高 血圧、糖尿 病など）の 人への与薬  

アルコール を飲んで暴 れる人への 対応  

問診や血圧 測定をしな がら健康診 査、栄養状 態のチェッ クと健康相 談をしなが

ら、被災者 からの話を 聴いていき ました。  

・来所者が 多く、一度 に終わらず 翌日にまわ すこともあ りました。  

・慣れない 土地であり 、地形も変 化しており 、救護所に たどり着く ことができ ませ

んでした。 まず現場に 着くこと、 そこで展開 して次につ なぐことが 一番の使命 と思

いました。 学校の中の 救護所で、 活動をして 、被災者の 方々と一緒 に寝泊りを しま

した。  

・介護施設 のような所 で電気も来 ていません でしたが、 医師と看護 師で巡回診 療し

ました。  

    

   避難 所内の救護 所での看護 活動の実際 （東日本大 震災）  

１）  救護所があ る避難所全 体の生活環 境の整備  

２）  集団生活に よる感染症 ・食中毒等 の発症予防 対策  

３）  避難所にお ける生活者 のストレス 対応  

４）  救護所での 避難所生活 者の健康状 態の把握と 要医療者へ の対応  

 救護所内 では、健康 チェックを 行い、必要 とする健康 相談を実施  

 救護所で 待っている だけではな く、避難所 内を巡回し て、要医 療 者

の掘り起こ しを行う。  
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救 護 所 に お け る 看 護 活 動 に は 、 下 記 の よ う な 配 慮 を 行 う ！  

 

 ・被災者 一人一人が 、生活再建 に向けて取 り組んでい けるように 、それぞれ にお  

かれている 状況を受け とめ、現在 の健康状態 が悪化しな いことを目 標にして活  

動をしてい く。  

 ・避難所 の慣れない 環境で集団 生活をする ことにより 、特に高齢 者や子ども 障害  

者や疾患を 持つ人たち が健康状態 を悪化しや すい。そう した災害時 要支援者の  

把握を早期 に行い、必 要なケアを 受けること ができるよ うに関わる ことが重要  

である。  

 ・避難所 内における 生活環境の 衛生面（洗 面所、トイ レ、汚水、 ゴミなどの 処理  

等）とプラ イバシーの 確保（個人 スペースや 共用スペー スの区別等 ）、騒音や  

照明、人間 関係などに 配慮して、こうしたス トレスが起 因した健康 障害を 起 こ  

さないよう にする。  

・把握した 対象者の情 報を記録に 残し、継続 した支援を 受けること ができるよ

うに関係者 への引継ぎ をしていく ことが必要 となる。  

・救護所内 で待ってい るだけでは なく、むし ろ、救護所 に来れない 人に対して

アウトリー チのアプロ ーチをする ことが重要 となる。  

  ・記録 の取扱は、 通常の保健 師活動や看 護活動に準 じる。  

 

 

２．現場活 動：病院で の支援活動  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 石 巻 赤 十 字 病 院 の 状 況  

   発生 から 4 分 後に、災害 対策本部の 立ち上げ  

   トリ アージの実 施 

（低体温の 患者が殆ど 、発災 から 48 時間で は 115 名赤患者のう ち 30 名

が津波肺、 喘息などの 呼吸器疾患 ） 

受診者数が 、震災前 の 6 倍、 救急車の受 入も平常時 の約 5 倍  

   近隣 地域の全て の妊産婦を 受け入れて 分娩数が増 加 

エ ピ ソ ー ド  

・多チーム の中の指示 命令系統が しっかりし ていて混乱 なく働くこ とがで き ま

した。  

・黄 色・緑 ゾーンでも 帰れない人 もおられ、どんどん亡 くなってい く状況が あ

りました。普通なら入 院するよう な患者さん が入院でき ない状況で した。通 常

の医療が提 供できず、 医療が行き 届かないと いう思いが 残りました 。 

・受診者の 欲しい薬が 不足してい ました。  

－ 16 －
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３．巡回診 療（在宅避 難者を含む ） 

エ ピ ソ ー ド  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巡 回 診 療 活 動 の 実 際  

・被災地内 の医療施設 を利用して いた被災者 に対して、 引き続き医 療ケアが受 け ら

れるように 、在宅被災 者への巡回 診療をおこ なう。  

・高齢者、 身体障害者 などで避難 所に避難で きない・し たくてもで きない災害 要 援

護者の掘り 起こしをし ていく。  

・特に、慢 性疾患を持 つ人への健 康指導、治 療中断をし ている人の 健康状態の 悪 化

防止、異常 の早期発見 などをおこ なう。  

被 災 地 に お け る 病 院 支 援 活 動 時 に は 、 次 の こ と に 注 意 し よ う 。  

 

・病院が避 難所となっ た場合には 区域を別に してケア活 動が円滑に できる  

ようにする 。 

・病院の災 害対策本部 の指示に従 い、地元の 医療ケアを 尊重して支 援活動を

展開する。  

・被災地の 病院では限 られた物的 資源（医薬 品や衛生材 料の不足、 日用品  

の不足、ラ イフライン の途絶等） と人的資源 のために、 通常であれ ばでき  

ているケア ができない 状況となる 。＊災害モ ードに意識 を切り替え る事が  

重要となる 。 

・自分たち の役割や限 界を理解し て活動する 。被災地の 病院支援は 、この支

援を受ける ことで、職 員が休息を 取ることが でき、病院 機能を維持 すること

につながる 。こうした 病院支援は 通常の救護 活動とは異 なるため、「本当 に 支

援になって いるのか」 という思い を持つこと があるが、 被災地域内 における

病院支援活 動の意味を 見出して、 できること を行うこと が必要とな る。  

 

・保健師と 打ち合わせ をして巡回 診療をしま した。  

・骨折して も我慢して いる人、肺 炎で寝てい た人を発見 し治療につ なげてい き ま

した。  

・救護所に いけない人 のケアとキ ュアが必要 となります 。 

・滞在時間・必要物品 、ケア内容 の集計と活 動の区分け をして、ピ ンポイン ト で

活動してい く必要があ ります。  

・危険 で孤 立した地域 への巡回診 療（水 がな い、ト イレ がない 、崖 崩れの危険 性） 

・地図だけ 渡されてい きましたが 、潮の干 満 のため、行 きあった道 が帰りには な

いことがあ り、危険な 活動でした 。 
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・石巻赤十 字病院で調 剤された薬 を配達する 移動薬局（ メロンパン チーム）が 巡 回

した。  

 

巡回診療で は以下のこ とに配慮し て実施しよ う。  

 

・担当地域 の保健師と の連携を取 り、安全な 経路の確認 をしながら 、巡回診療 地 

域の中で要 援護者の方 々のケアを 展開できる ようにする （時間や行 動範囲等）。 

・地域の キ ーパン（自 治会役員、 民生委員等 ）からの情 報等を活用 し、要援 護 者

を掘り起こ し、個別の ニーズに対 応する。  

・要援護 者 の中で必要 があれば医 療機関への 搬送、ある いは福祉避 難所への 入 所

等を検討す る。  

・その地 域 の生活状況 （食事、ト イレ、水や 電気の復旧 等）の観察 を行い、 治 安

や物資の配 給の遅滞が ないか等を 確認する。  

・ケアが 必 要な人に必 要なケアを 継続支援で きるように 、ケア活動 について は 記

録に残し 、地域の行政 ･医療者に 報告を行う（継続し て かかわるこ とになる人 に引

継ぎを行う ）。 

 ・巡回診 療をする際 に、その地 域で不足し ている物資 （紙おむつ 、ミルク、 消毒  

剤等）を持 参する。あ るいは、必 要な物を配 給できるシ ステムの構 築を行う。  

 ・慣れな い地域に行 くため、地 図や気象状 況を事前に 確認をする 。地元に詳 しい  

人がおられ る場合には 、その人の 意見を参考 にしながら 活動を行う 。 

 

 

４．黒エリ ア（遺体の ケア）  

 

エ ピ ソ ー ド  

 

・黒エリア の業務につ いては、自 分が担当す るとは思っ ていません でしたし、 誰

もサポート する人がい ませんでし た。  

・黒服の人 たちばかり の世界で勤 務をしまし た。この業 務後「黒い 影が襲って く 

る」夢を、 被災地から 帰ってから 何度も見ま した。  
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これまでの 災害におけ る遺体安置 所での応援 業務：  

凄惨なご遺 体のケア（ 清潔にする 等）  

身元確認（ ご遺体の顔 写真の貼り 出し）  

窓口でご遺 族への対応 とケア  

＊整体（日 航機墜落事 故時におい て凄惨な部 分遺体を復 元した）  

参 考 :大 和 田 恭 子 ・ 金 田 和 子 （ 2000）  『 看 護 管 理 』 １ ０ （ ７ ）、 587-591  

金 田 和 子 の 救 護 人 生 か ら 学 ぶ 「 整 体 － 破 損 の ひ ど い 遺 体 を 征 服 す る 一 方 法 － 」  

    

⇒この業務 についた場 合には、下 記のことに 特段の配慮 が必要であ る。  

 

   ＜勤 務前＞・こ の業務の必 要性/重要性と共に過 酷さを理解 する。  

        「こ れはご遺族 にとって重 要な業務で ある！」と いう誇りを 持つ  

        ・ト ラウマ体験 後の心的反 応について 事前に理解 をしておく 。 

   ＜勤 務中＞・長 時間この業 務のみを遂 行すること がないよう に配慮する 。 

・交代制に して、適宜 休憩を入れ る。  

・ご遺体へ の感情移入 を避ける。  

特定の犠牲 者や遺留品 に必要以上 に思い入れ 過ぎないよ うに！  

・管理者は 、業務して いる人の心 身の徴候を 観察する。  

・毎日のデ フュージン グを行い、 ストレス処 理をする。  

・適宜、リ ラクゼーシ ョンを取り 入れていく 。 

 

  ＜勤務 後＞ ・心 のリセット をして勤務 に戻る（帰 還前に温泉 に行く等）。 

・休養をと り、非日常 から日常へ 復帰をする ように配慮 する。  

        ・ハ イリスク者 がいないか をスクリー ニングをお こなう。  

        ・心 的反応が出 た場合には 業務調整や 休暇をとる ようにする 。 

        ・管 理者は、帰 還後の言動 等を注視す る。  

        ・労 いの言葉を かける（社 会・上司・ 同僚からの 救援者・支 援者  

への敬意・ 労いは、こ の業務をし た人にとっ て回復につ ながる）  

        ・必 要時にはカ ウンセラー に個別相談 をおこなう 。 
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５．収束活 動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東 日 本 大 震 災 時 に お け る 看 護 の 実 際  

日本看護協 会：発災害 後は全国支 援を展開し ていたが、 4 月末～5 月上旬まで で 平

常化に戻す 為に縮小化 していき、 被害の大き かった３県 に対して、 近県派遣で ペ ア

リング支援 をしていっ た。  

関西広域連 合：長期的 な視点を持 って支援活 動を展開し ていった。  

日本赤十字 社：９月までの医療救 護班の派遣（935 班）に続いて 、看護ニー ズ の 高

まりにより 、4 月～6 月に看護ケ ア班の編成 をして特に 福祉避難所 や高齢者等 の 災

害時要援護 者のいる施 設等への派 遣をしてい った。ここ ろのケアチ ームについ て は 、

発災 3 日 後から 9 月までに 718 名を派 遣している 。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

エピソード 

 
・最後の活動班だった ので、撤退 を伝える辛 さがありま した。  

・原発事故 が発生した ことにより 、被災者を そのままに して自分た ちのみ退避 し 

たことが心 残りでした 。 

・まるで、 夜逃げのよ うに帰った 気まずさが あります。  

・自分たち 自身も守ら ないといけ ないが、目 の前に一つ でも守って あげたいも の 

があるって いう事の狭 間で大きな 葛藤があり ました。何 を優先する のかと言う と 

きに、自分 達は次の活 動をしなけ ればならな いので、物 だけ置いて 帰る辛さが あ 

りました。  

・地域活性 化に向けて 個人病院へ の紹介をす ると、「見 捨てる」と 激怒されま した。  

・救護所の 薬は無料だ が、再 開し た診療所は 有料という ことを考え て活動しな いと い

けないので 、説明がし にくい感じ がありまし た。  

・全て与え るだけでは なくて 、地 元を支えな がらどうい う活動をし ていったら 良い の

かを言うこ とは課題と 考えました 。 

地元の自立 を考慮した 収束に向け ての活動が 必要となる 。 

 

・地元の医 療施設が再 開するなか で、いつま でも無料の 診療活動を 受け続 け る

ことは、地 域の医療機 関の再生・復興を妨げ るおそれが ある。事前 に、地 元 の

医療機関と 話し合いを 行い、どの 程度回復し たら撤退す ると言う共 通目標 を 共

有していく ことが必要 となる。  

「 地 元 の 医 療 施 設 が 再 開 す る 中 で 、 い つ ま で も 無 料 診 療 を 続 け る こ と は 、 地 域 の

医 療 機 関 の 再 生 を 妨 げ る 恐 れ が あ る こ と か ら 、 支 援 者 も 意 識 し て 撤 退 の 仕 方 を 考

え な い と い け な い 」（ 國 井 修 ： 災 害 時 の 公 衆 衛 生 ）  

例 ）  

被 災 し た 医 療 機 関 が 半 分 再 開 し た 場 合 終 了 時 期 は 原 則 と し て 地 域 の 医 療 ・ 保 健 機

関 が 復 旧 す る ま で  「 赤 十 字 の 救 護 活 動 」  

・自立に向 けて、地 元 の医療機関 を上手に活 用して、緩 やかに移行 していくこ

とが重要と なる。そ の 際には、地 元の住民の ニーズ等に も配慮して 、通常の 日

常が回復で きるように なることを 目指すこと が必要とな る。  
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・救護所の 薬は無料だ が、再 開し た診療所は 有料という ことを考え て活動しな いと い

けないので 、説明がし にくい感じ がありまし た。  

・全て与え るだけでは なくて 、地 元を支えな がらどうい う活動をし ていったら 良い の

かを言うこ とは課題と 考えました 。 

地元の自立 を考慮した 収束に向け ての活動が 必要となる 。 

 

・地元の医 療施設が再 開するなか で、いつま でも無料の 診療活動を 受け続 け る

ことは、地 域の医療機 関の再生・復興を妨げ るおそれが ある。事前 に、地 元 の

医療機関と 話し合いを 行い、どの 程度回復し たら撤退す ると言う共 通目標 を 共

有していく ことが必要 となる。  

「 地 元 の 医 療 施 設 が 再 開 す る 中 で 、 い つ ま で も 無 料 診 療 を 続 け る こ と は 、 地 域 の

医 療 機 関 の 再 生 を 妨 げ る 恐 れ が あ る こ と か ら 、 支 援 者 も 意 識 し て 撤 退 の 仕 方 を 考

え な い と い け な い 」（ 國 井 修 ： 災 害 時 の 公 衆 衛 生 ）  

例 ）  

被 災 し た 医 療 機 関 が 半 分 再 開 し た 場 合 終 了 時 期 は 原 則 と し て 地 域 の 医 療 ・ 保 健 機

関 が 復 旧 す る ま で  「 赤 十 字 の 救 護 活 動 」  

・自立に向 けて、地 元 の医療機関 を上手に活 用して、緩 やかに移行 していくこ

とが重要と なる。そ の 際には、地 元の住民の ニーズ等に も配慮して 、通常の 日

常が回復で きるように なることを 目指すこと が必要とな る。  
24 
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６．感染予 防、防疫体 制への支援  

     特 に 注 意 す べ き 感 染 症 （ 東 日 本 大 震 災 時 ）  

・急性下痢 症・インフ ルエンザ  

      ・急性呼 吸器疾患（ インフルエ ンザ以外）：RS ウイ ルスなど  

      ・創傷関 連感染症・ 破傷風（救 助された人 の中で）  

     

感染予防の ために、以 下のことに 留意する。  

安全な水、 衛生の確保  

１）  手荒い：感 染予防の基 本である。 密集した  

避難所生活 では、感 染 者のみなら ず避難所生 活者、外 部 からの支

援者などが 厳守する。                         

 
２）  マスクの着 用：  

３）  医療用具や 生活用具の 消毒：小児 や高齢者や 病弱者など 抵抗力の弱 い

人々が避難 所等で集団 生活を余儀 なくされて いるため 、集団感染に つ な

がりやすい 。そのた め に医療用具 や生活用具 については 、清拭や 噴 霧な

どの消毒を 行う。  

プライマリ ･ケア  

１）  下痢や急性 呼吸器感染 症の早期診 断と治療の 確保（特 に 5 歳未 満児）  

２）  主要な感染 症発生への 対応  

３）  適切なケア の提供、緊 急医療ケア 、創傷洗浄 とケア  

４）  保健指導教 育 

       

＊ 自 身 が 感 染 源 と な ら な い よ う に 、上 記 の 予 防 行 動 に 心 が け る と と も に 、自 己 の 心

身 の 体 調 に は 注 意 を 払 い 、 異 常 が あ れ ば 早 め に 対 応 を す る こ と が 重 要 で あ る 。  

 

  

①  擦式手指消 毒財を用い た手洗い  

②  石鹸と流水 を用いた手 洗い･･･国際救援

時に使う  

ビニールタ ンクを使っ た手洗い場 を作

る。  

＜感染症の 発生につい てのアセス メント＞  

國 井 修 「 災 害 時 の 公 衆 衛 生 」 p75-77 

① 地 域 ･避 難 所 で 流 行 す る 可 能 性 の 評 価 ： 水 系 ･食 品 媒 介 感 染 症 （ 急 性 下 痢

症、細菌性 腸管感染症 ）、過密状 態に伴う感 染症（急性 呼吸器感染 症、イン

フルエンザ 、結核）。ワクチンで 防ぐ事がで きる感染症（麻疹、風 疹、耳 下

腺炎、水 痘 、破傷風 、百日咳）、その他（ 血 液媒介疾患 ）等の疾 患 が流行す

る可能性に ついて、3 段階（高い ･中等度･低い）で評価 する。  

②公衆衛生 上の重要性 の評価：各 疾患の流行 により、罹 患率･致死率の視点

から 3 段 階（高い、 中等度、低 い）に評価 する。  

③上記の① ②から総合 的に評価を する。  

必要に応じ て専門家チ ームの現地 派遣をする 。  25 
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る可能性に ついて、3 段階（高い ･中等度･低い）で評価 する。  

②公衆衛生 上の重要性 の評価：各 疾患の流行 により、罹 患率･致死率の視点
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③上記の① ②から総合 的に評価を する。  

必要に応じ て専門家チ ームの現地 派遣をする 。  
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【参考資料 】 

現場でのデ フュージン グ Defusing 

デフュージ ングとは、 抑圧した感 情にはけ口 を与えて、 感情の爆発 を予防する  

ことであ る 。つまり、 災害現場で 感じた恐怖 や無力感等 、蓄積した 感情を表 出 す

る場を持 ち 、ストレス を軽減させ る。方法は 、一日の終 わりに全員 が集まり 、 そ

の日に経 験 したことや 感じたこと を話し合う 。その際に 、留意する ことは、 特 定

の個人批判 や非難をし てはいけな いというこ とである。  

 

  条件 ①秘密保持 ：記録をと ること、外 部者に内容 を話すこと は禁止  

     ②心理的支 援：参加者 は自分の感 情を素直に 話し、他の 人はそれを 批判  

しない。任 務の成功あ るいは失敗 や、責任を 追及するこ とはしない 。そ  

れぞれの反 応や感情を 共有し、ス トレスの原 因を知る。  

     ③教育：ス トレスによ る心的反応 は、正常な 反応である ことを再認 識さ  

せ、ストレ スに正しく 対処する方 法を考える 。 

 

  エ ピ ソ ー ド  

 

    ・ 笑顔のない 子どもたち を見て、災 害のすごさ を実感しま した。  

 

 

  子ども に対するケ ア 

   東日 本大震災で は、発災時 間が昼間で あったこと で、子ども たちと保護 者と  

が同じ空間 にいないこ とで、それ ぞれに不安 な思いを強 くしている 。次のよう  

なチェック を行い、ケ アをしてい くように配 慮する。  

       

  気にな る行動のチ ェックシー ト 

   □  赤ちゃん返 り（指しゃ ぶり、夜尿 、失禁、抱 っこ、親か ら離れない ） 

   □  食欲低下  

   □  落ち着きが ない  

   □  集中力の低 下 

   □  無気力、無 感動、無表 情 

   □  爪噛み、チ ック  

   □  いつもと違 う行動をと る（聞き分 けがない、 突然暴れる ） 

   □  震災ごっこ  

   □  パニック行 動 
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子ども対す るケアのポ イント  

1.  可能な限り に日常性を 維持し、安 心・安全の 保証（安心 感を与える ） 

2.  異常な事態 への正常な 反応という 理解を正し く持ち、対 処（自信を 持てる よ

うに支援す る）  

3.  話したいこ とを聴いて もらい、話 したくない ことは聞か れないとい う自分 な

りのペース が尊重され ること（自 由）  

 

この一方で 、次のよう な温かい言 葉もありま した。  

 

ホ ッ と エ ピ ソ ー ド  

 

  ・赤十 字の制服を 着ている仲 間との出会 いがあり、つなぐ役割 を実感しま し た 。  

  ・赤十 字の救護服 を着ている 自分たちへ 、他者から の感謝の言 葉がありま し た 。  

ユニホーム のすごさを 感じました 。 

   ・赤十 字の理念を 共有してい る仲間であ るので、初 めて見る顔 でも申し送 りが

円滑にでき ました。  

 

 

８．現地で の衣食住の 生活の確保  

 

エ ピ ソ ー ド  

 

・ラ イフラ インの途絶 した中で、風呂に入れ ないし着替 えすらない 状況でし た 。  

・食べる物 がなく、飢 餓感があり ました。  

・極寒の寒 さの中で活 動、雪かき をしなが ら 24 時間 救護活動を しました。  

・救護班の 生活の不自 由さ、不便 さがありま した。  

（非常食以 外の物を食 べたい、温 かい物が食 べたい、宿 を確保して 欲しい、  

窓の外のな んとも言え ない匂い（ 海の匂い、 何かが腐敗 した匂い）  

   

救援活動 を 実施する際 に、その活 動が有効に 機能するか どうかを決 定するの は 主

事（事務職 員）の方の 動き方にあ る。  

    

 現地での 衣食住の確 保は、救援 活動を展開 するために 不可欠とな る。このこ と を 、  

ロジスティ ックスとい い、ロジス ティックス で一番重要 なことは、物を「A 地点 か

ら B 地点 にいかに早 く届けるか 」であると 國井は述べ ている。  

「必要な物 を、必要な 時に、必要 な量を、必 要な場所に 」という鉄 則がある。  

 こうした 活動を行う ためには、 求められる ニーズをイ マジネーシ ョンするこ とが  

でき、その 上でコミュ ニケーショ ン能力を駆 使しながら 、難しい搬 送や輸送を 可能  

する交渉力 が必要とな る。  
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  衣食住 についての 配慮  

 

 ・自己完 結型の救援 活動を行う うえで、救 護要員の衣 食住につい ては自分た ちで  

確保してい くことが必 要となるた め、事前に 食糧（当座 の活動がで きる水や食  

糧の確保） や衣服等（ 寒さ対策等 ）を準備す る。  

・緊急車両 の認定を受 けておき、 途中で物資 を補給する 場合の情報 収集をする 。 

・休憩は適 宜とり、睡 眠時間を確 保する。  

・救援活動 時、特に初 期の活動で は過労にな ることも多 いが、お互 いの心身の 状 

態を観察し て、早めに 交替をしな がら体調を 崩すことが ないように 配慮する。  

・活動が終 了し帰還す る前には、 被災地から 離れた地域 で通常の食 事が取れる 場 

所で「慰労 会」をする ことができ れば検討す る。  

・被災地の 状況にもよ るが、日常 生活を取り 戻すことが 気分転換に なることも あ

るため、入 浴、食事等 については 復興の状況 を考慮して 活用してい く。  

・被災地内 で通常の生 活（自分が 送っていた 生活と変わ らない）を することに 罪

悪感を持つ 場合もある が、それが 心身のコン トロールを する上で重 要であるこ

とを認識で きるように する。  

 

９．災害要 援護者対応  

 

【災害時要 援護者の定 義】  

    必 要な情報を 迅速かつ的 確に把握し 、災害から 自らを守る ために安全 な場

所に避難す るなどの災 害時の一連 の行動をと るのに支援 を要する人 をいう。  

災害時要援 護者とは 、一般的には「高齢者 」「障がい 者 」「外国 人」「乳幼児 」

「妊産褥婦 」などを示 す。  

国土庁『平 成 3 年度 版防災白書 』 による 「災害弱者 」の定義  

・自分の 身 に危険が 差 し迫った 場 合、それ を 察知する 能 力がない 、 または困

難な者  

・情報発信 ができない 、または困 難な者  

・情報を受 け取ること ができない 、または困 難な者  

・危険を知 らせる情報 を受け取る ことができ ても、それ に対して適 切な行動

をとること ができない 、または困 難な者  

 

  東日本 大震災にお ける災害時 要援護者に ついては、 次のような データがあ る。  

 ・高齢者 に死者が多 い。  

     80 歳以上 ： 22.1%（2454 人）  

     70 - 79 歳： 24%（2663 人）  

     60 - 69 歳： 19.1%（2124 人）  

     9 歳以下や 10 歳代 、20 歳代 はいずれ も 4%以下 だった。  
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 ・障がい のある人の 死亡率は一 般の人の 2 倍。 

3 県の地域 で、地域格 差が大きか ったが、平 均をすると 、人口全体 の死亡

率が 1.03％であるの に対して、障がい者全 体では 2.06％、内訳は、身体障

がい者が 2.30％、視 覚障がい者 が 1.97％、聴覚障が い者が 2.00％、肢体

不自由が 2.00％、知 的障がい者 が 0.96％、精神障が い者が 1.44％であっ

た。  

①  いざと言う ときに避難 することが 難しい重度 の肢体不自 由者の死者 の割

合が多かっ た。  

②  情報アクセ スが困難な 聴覚障がい 者は、津波 が来ている ことに対し て認

識ができな かったこと による。  

③  視覚障がい 者は、地震 後の揺れに よる家屋内 の危険な状 況（ガラス の破

片や家具の 倒壊など） と、道路状 況が一変し ていること 、避難所の 環境

になじめず 、自宅に被 害があった としても戻 ることにな った。その こと

で、情報へ のアクセス がさらに難 しくなった 。 

 

   

 災害時要 援護者に対 しては、次 のようなこ とを事前に 検討してお く。  

 

１）  災害時要援 護者名簿の 作成  

・個人情報 については 、プライバ シーに配慮 し、その上 で災害時要 援

護者（在宅 療養者、精 神障がい者 、視聴覚障 がい者、特 別なケアを 要

する乳幼児 、妊産褥婦 等）のリス トを作成し 、情報を共 有して（範 囲

は要検討） おく。  

２）  避難誘導体 制の整備  

・個々の災 害時要援護 者に対して 、災害時に おける避難 誘導につい て

説明をされ ているのか を確認して おく。  

３）  日頃の人間 関係の構築  

・災害時要 援護者と日 頃から顔見 知りの関係 を築くこと が、災害後 の

早い支援に つながる。  

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

－ 28 －



－ 29 －



33 
 

１０．安全 確保（余震 対応）  

 

エ ピ ソ ー ド  

 

・救護師長 として、命 あっての活 動と自分た ちを守るこ との大事さ を思いなが

ら活動をし ていました 。 

  ・原発 事故の報道 があり心配 でしたが、 情報がなく 、一般的な 注意事項し かな  

い中で活動 をしていき ました。  

  ・陸路 で 24 時間 以上をかけ て移動をし ました（道 もわからな い中で）。  

  ・危険 で孤立した 地域での活 動を余儀な くされまし た。  

  ・地図 だけ渡され たが、潮の 干満により 、行きはあ った道が帰 りにはない とい  

う状況にな りました。  

・崖崩れの 危険性があ りました。  

・大きな余 震があり避 難所に入る ことができ ず、次の避 難所に避難 をしまし た 。 

・家族や親 戚が被災地 に行くのを 心配しまし た。  

・大きな余 震があって 恐怖感があ りました。  

・震度 6 の余震に驚 いて、指定 の避難所に 入れなく、次の避難所 へ避難し ま し

た。  

・大きな 余 震が発生 し たことで 救 援体制を 再 び検討し な ければな り ませんでし

た。大き な 余震により 、復興し は じめていた ところだっ たので、避 難所の人々

の士気が落 ちてしまい 、また、救 護所の体制 の立て直し に当惑しま した。  

 

東日本大震 災の実際  

 ・3.11 後の余震：救援活動中 にも、震度 5 以上の大 きな余震が 繰り返し生 じた。  

4 月 7 日 震度 6 強、4 月 11 日 震度 6 弱、 4 月 12 日 震度 6 強など  

・原子力発 電所事故： 全電源を喪 失して原子 炉を冷やせ なくなり、 大量の放射 性 

物質の放出 を伴う重大 な原子力事 故 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  災害時の安全管理 としては、 次のことに ついて配慮 しよう。  

 

・自分たち の身を守る 物（ヘ ルメ ットや靴な ど）、ま た 停電時に活 用する物 、救

急薬品など を持参し、 いつでも活 用できるよ うにしてお く。  

・その土地 に詳しい人 からの情報 あるいは 、できるだけ 正確な情報（潮の干 満 、

土 砂 崩 れ 危 険 地 区 等 ） を 収 集 し 、 安 全 な 経 路 を 確 保 し 、 危 険 地 域 に 近 づ か な い

ようにする ことが必要 となる。  

・ 孤 立 し な い よ う に 、 活 動 す る 際 に は 、 ペ ア を 組 ん で 、 お 互 い の 心 身 の 変 化 に

ついて注意 を行う。  

・ 情 報 の 交 換 が で き る よ う に 、 様 々 な 手 段 に よ る 連 絡 方 法 を 確 保 し 、 活 動 を 行

う。  

・ 所 属 施 設 へ の 連 絡 を す る こ と で 、 自 分 た ち の 安 否 を 報 告 す る （ 事 務 職 が 担 う

ことが多い ）。 

・現地で必 要と思った 物や危険な ことについ ての情報を 適宜行う。  
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4 月 7 日 震度 6 強、4 月 11 日 震度 6 弱、 4 月 12 日 震度 6 強など  

・原子力発 電所事故： 全電源を喪 失して原子 炉を冷やせ なくなり、 大量の放射 性 

物質の放出 を伴う重大 な原子力事 故 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  災害時の安全管理 としては、 次のことに ついて配慮 しよう。  

 

・自分たち の身を守る 物（ヘ ルメ ットや靴な ど）、ま た 停電時に活 用する物 、救

急薬品など を持参し、 いつでも活 用できるよ うにしてお く。  

・その土地 に詳しい人 からの情報 あるいは 、できるだけ 正確な情報（潮の干 満 、

土 砂 崩 れ 危 険 地 区 等 ） を 収 集 し 、 安 全 な 経 路 を 確 保 し 、 危 険 地 域 に 近 づ か な い

ようにする ことが必要 となる。  

・ 孤 立 し な い よ う に 、 活 動 す る 際 に は 、 ペ ア を 組 ん で 、 お 互 い の 心 身 の 変 化 に

ついて注意 を行う。  

・ 情 報 の 交 換 が で き る よ う に 、 様 々 な 手 段 に よ る 連 絡 方 法 を 確 保 し 、 活 動 を 行

う。  

・ 所 属 施 設 へ の 連 絡 を す る こ と で 、 自 分 た ち の 安 否 を 報 告 す る （ 事 務 職 が 担 う

ことが多い ）。 

・現地で必 要と思った 物や危険な ことについ ての情報を 適宜行う。  
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１０．安全 確保（余震 対応）  

 

エ ピ ソ ー ド  

 

・救護師長 として、命 あっての活 動と自分た ちを守るこ との大事さ を思いなが

ら活動をし ていました 。 

  ・原発 事故の報道 があり心配 でしたが、 情報がなく 、一般的な 注意事項し かな  

い中で活動 をしていき ました。  

  ・陸路 で 24 時間 以上をかけ て移動をし ました（道 もわからな い中で）。  

  ・危険 で孤立した 地域での活 動を余儀な くされまし た。  

  ・地図 だけ渡され たが、潮の 干満により 、行きはあ った道が帰 りにはない とい  

う状況にな りました。  

・崖崩れの 危険性があ りました。  

・大きな余 震があり避 難所に入る ことができ ず、次の避 難所に避難 をしまし た 。 

・家族や親 戚が被災地 に行くのを 心配しまし た。  

・大きな余 震があって 恐怖感があ りました。  

・震度 6 の余震に驚 いて、指定 の避難所に 入れなく、次の避難所 へ避難し ま し

た。  

・大きな 余 震が発生 し たことで 救 援体制を 再 び検討し な ければな り ませんでし

た。大き な 余震により 、復興し は じめていた ところだっ たので、避 難所の人々

の士気が落 ちてしまい 、また、救 護所の体制 の立て直し に当惑しま した。  

 

東日本大震 災の実際  

 ・3.11 後の余震：救援活動中 にも、震度 5 以上の大 きな余震が 繰り返し生 じた。  

4 月 7 日 震度 6 強、4 月 11 日 震度 6 弱、 4 月 12 日 震度 6 強など  

・原子力発 電所事故： 全電源を喪 失して原子 炉を冷やせ なくなり、 大量の放射 性 

物質の放出 を伴う重大 な原子力事 故 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  災害時の安全管理 としては、 次のことに ついて配慮 しよう。  

 

・自分たち の身を守る 物（ヘ ルメ ットや靴な ど）、ま た 停電時に活 用する物 、救

急薬品など を持参し、 いつでも活 用できるよ うにしてお く。  

・その土地 に詳しい人 からの情報 あるいは 、できるだけ 正確な情報（潮の干 満 、

土 砂 崩 れ 危 険 地 区 等 ） を 収 集 し 、 安 全 な 経 路 を 確 保 し 、 危 険 地 域 に 近 づ か な い

ようにする ことが必要 となる。  

・ 孤 立 し な い よ う に 、 活 動 す る 際 に は 、 ペ ア を 組 ん で 、 お 互 い の 心 身 の 変 化 に

ついて注意 を行う。  

・ 情 報 の 交 換 が で き る よ う に 、 様 々 な 手 段 に よ る 連 絡 方 法 を 確 保 し 、 活 動 を 行

う。  

・ 所 属 施 設 へ の 連 絡 を す る こ と で 、 自 分 た ち の 安 否 を 報 告 す る （ 事 務 職 が 担 う

ことが多い ）。 

・現地で必 要と思った 物や危険な ことについ ての情報を 適宜行う。  

－ 30 －
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１１．通信 の確保  

 

エ ピ ソ ー ド  

 

・情報を伝 えるための 通信ができ ませんでし た。  

・情報が得 られず不安 定な中で活 動をしなけ ればなりま せんでした 。 

・活動中に 家族への連 絡がつかな い状況で、 不安を感じ ていました 。 

・携帯の電 波が届かな い地域で情 報収集がで きず、困り ました。  

 
東 日 本 大 震 災 の 実 際  

・3.11 時はライフラ インの損壊 や通信規制 等があり、 発災直後ほ ど通信が難 しか

った。  

・衛生電話 を掲載して いる DMAT 等では、 情報の交換 ができてい た。  

・テレビの 映像や衛星 電話を中心 にして正し い情報を確 認していっ た。  

・特に原子 力発電所事 故関係につ いては不確 定な内容や 憶測が混じ った情報が 交錯

していた。  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時の通 信について は、次のこ とに配慮す る。  

 

・災害情報としては、災害の実態 の把握、余 震や津波な どの災害 情 報

の共有、避 難勧告の発 信、連絡手 段の確保、災害要援護 者への情 報 提

供、国民や 海外への支 援の呼びか け等が含ま れる。こう した情報が 必

要なのは、 被災者はも ちろん、救 援者、支援 者も、であ る。  

・災害 時の 流言やデマ は人々の心 を惑わせ、誤った行動 をとられる こ

とにつなが ることが過 去にも発生 しているこ とを認識す る。あら か じ

め過去の事 例を知って おくことで 免疫をつけ る。  

  例）関 東大震災時 ：○○人が 井戸に毒を 入れた  

    阪 神・淡路大 震災：大き な余震が○ ○地区にく る 

・災害時には、人々の 不安が大き い時や、情 報の需要が 増加する の に

対して情報 の供給が減 少してしま うので、そ のギャップ を埋めるた め

に、憶測を 含む流言が 人々の間に 広がること を理解する 。 

荻原チキ（ 2011）： 検証 東日 本大震災の 流言・デマ 、光文社新 書 

・短時間で現地のニー ズを把握し 、共有する ことによっ て、効果 的 な

支援につな がり、復興 への指針を 立案し、安 心感を共有 できる。そ の

ためには 、通信機器や 手段につい ては複数確 保しておく ことが必要 と

なる（今後 の災害対応 として、衛 生電話や無 線機は必須 ）。 

・情報の出 典を明らか にしていき ながら 、正 しい情報に 収斂してい く 。 

・間違 った 情報が流れ た際に、そ れに気づい たときには 真摯に訂正 を

していく姿 勢が必要と なる。  

・特に 危険 な時期や地 域に派遣し た救護要員 については 、その家族 へ

の連絡は、所属施設側 から配慮す る必要があ る。通信が 可能になっ た

時点で、家 族への連絡 が取れれば 、それを行 うことを配 慮する。  
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１１．通信 の確保  

 

エ ピ ソ ー ド  

 

・情報を伝 えるための 通信ができ ませんでし た。  

・情報が得 られず不安 定な中で活 動をしなけ ればなりま せんでした 。 

・活動中に 家族への連 絡がつかな い状況で、 不安を感じ ていました 。 

・携帯の電 波が届かな い地域で情 報収集がで きず、困り ました。  

 
東 日 本 大 震 災 の 実 際  

・3.11 時はライフラ インの損壊 や通信規制 等があり、 発災直後ほ ど通信が難 しか

った。  

・衛生電話 を掲載して いる DMAT 等では、 情報の交換 ができてい た。  

・テレビの 映像や衛星 電話を中心 にして正し い情報を確 認していっ た。  

・特に原子 力発電所事 故関係につ いては不確 定な内容や 憶測が混じ った情報が 交錯

していた。  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時の通 信について は、次のこ とに配慮す る。  

 

・災害情報としては、災害の実態 の把握、余 震や津波な どの災害 情 報

の共有、避 難勧告の発 信、連絡手 段の確保、災害要援護 者への情 報 提

供、国民や 海外への支 援の呼びか け等が含ま れる。こう した情報が 必

要なのは、 被災者はも ちろん、救 援者、支援 者も、であ る。  

・災害 時の 流言やデマ は人々の心 を惑わせ、誤った行動 をとられる こ

とにつなが ることが過 去にも発生 しているこ とを認識す る。あら か じ

め過去の事 例を知って おくことで 免疫をつけ る。  

  例）関 東大震災時 ：○○人が 井戸に毒を 入れた  

    阪 神・淡路大 震災：大き な余震が○ ○地区にく る 

・災害時には、人々の 不安が大き い時や、情 報の需要が 増加する の に

対して情報 の供給が減 少してしま うので、そ のギャップ を埋めるた め

に、憶測を 含む流言が 人々の間に 広がること を理解する 。 

荻原チキ（ 2011）： 検証 東日 本大震災の 流言・デマ 、光文社新 書 

・短時間で現地のニー ズを把握し 、共有する ことによっ て、効果 的 な

支援につな がり、復興 への指針を 立案し、安 心感を共有 できる。そ の

ためには 、通信機器や 手段につい ては複数確 保しておく ことが必要 と

なる（今後 の災害対応 として、衛 生電話や無 線機は必須 ）。 

・情報の出 典を明らか にしていき ながら 、正 しい情報に 収斂してい く 。 

・間違 った 情報が流れ た際に、そ れに気づい たときには 真摯に訂正 を

していく姿 勢が必要と なる。  

・特に 危険 な時期や地 域に派遣し た救護要員 については 、その家族 へ

の連絡は、所属施設側 から配慮す る必要があ る。通信が 可能になっ た

時点で、家 族への連絡 が取れれば 、それを行 うことを配 慮する。  
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１１．通信 の確保  

 

エ ピ ソ ー ド  

 

・情報を伝 えるための 通信ができ ませんでし た。  

・情報が得 られず不安 定な中で活 動をしなけ ればなりま せんでした 。 

・活動中に 家族への連 絡がつかな い状況で、 不安を感じ ていました 。 

・携帯の電 波が届かな い地域で情 報収集がで きず、困り ました。  

 
東 日 本 大 震 災 の 実 際  

・3.11 時はライフラ インの損壊 や通信規制 等があり、 発災直後ほ ど通信が難 しか

った。  

・衛生電話 を掲載して いる DMAT 等では、 情報の交換 ができてい た。  

・テレビの 映像や衛星 電話を中心 にして正し い情報を確 認していっ た。  

・特に原子 力発電所事 故関係につ いては不確 定な内容や 憶測が混じ った情報が 交錯

していた。  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時の通 信について は、次のこ とに配慮す る。  

 

・災害情報としては、災害の実態 の把握、余 震や津波な どの災害 情 報

の共有、避 難勧告の発 信、連絡手 段の確保、災害要援護 者への情 報 提

供、国民や 海外への支 援の呼びか け等が含ま れる。こう した情報が 必

要なのは、 被災者はも ちろん、救 援者、支援 者も、であ る。  

・災害 時の 流言やデマ は人々の心 を惑わせ、誤った行動 をとられる こ

とにつなが ることが過 去にも発生 しているこ とを認識す る。あら か じ

め過去の事 例を知って おくことで 免疫をつけ る。  

  例）関 東大震災時 ：○○人が 井戸に毒を 入れた  

    阪 神・淡路大 震災：大き な余震が○ ○地区にく る 

・災害時には、人々の 不安が大き い時や、情 報の需要が 増加する の に

対して情報 の供給が減 少してしま うので、そ のギャップ を埋めるた め

に、憶測を 含む流言が 人々の間に 広がること を理解する 。 

荻原チキ（ 2011）： 検証 東日 本大震災の 流言・デマ 、光文社新 書 

・短時間で現地のニー ズを把握し 、共有する ことによっ て、効果 的 な

支援につな がり、復興 への指針を 立案し、安 心感を共有 できる。そ の

ためには 、通信機器や 手段につい ては複数確 保しておく ことが必要 と

なる（今後 の災害対応 として、衛 生電話や無 線機は必須 ）。 

・情報の出 典を明らか にしていき ながら 、正 しい情報に 収斂してい く 。 

・間違 った 情報が流れ た際に、そ れに気づい たときには 真摯に訂正 を

していく姿 勢が必要と なる。  

・特に 危険 な時期や地 域に派遣し た救護要員 については 、その家族 へ

の連絡は、所属施設側 から配慮す る必要があ る。通信が 可能になっ た

時点で、家 族への連絡 が取れれば 、それを行 うことを配 慮する。  
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１１．通信 の確保  

 

エ ピ ソ ー ド  

 

・情報を伝 えるための 通信ができ ませんでし た。  

・情報が得 られず不安 定な中で活 動をしなけ ればなりま せんでした 。 

・活動中に 家族への連 絡がつかな い状況で、 不安を感じ ていました 。 

・携帯の電 波が届かな い地域で情 報収集がで きず、困り ました。  

 
東 日 本 大 震 災 の 実 際  

・3.11 時はライフラ インの損壊 や通信規制 等があり、 発災直後ほ ど通信が難 しか

った。  

・衛生電話 を掲載して いる DMAT 等では、 情報の交換 ができてい た。  

・テレビの 映像や衛星 電話を中心 にして正し い情報を確 認していっ た。  

・特に原子 力発電所事 故関係につ いては不確 定な内容や 憶測が混じ った情報が 交錯

していた。  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時の通 信について は、次のこ とに配慮す る。  

 

・災害情報としては、災害の実態 の把握、余 震や津波な どの災害 情 報

の共有、避 難勧告の発 信、連絡手 段の確保、災害要援護 者への情 報 提

供、国民や 海外への支 援の呼びか け等が含ま れる。こう した情報が 必

要なのは、 被災者はも ちろん、救 援者、支援 者も、であ る。  

・災害 時の 流言やデマ は人々の心 を惑わせ、誤った行動 をとられる こ

とにつなが ることが過 去にも発生 しているこ とを認識す る。あら か じ

め過去の事 例を知って おくことで 免疫をつけ る。  

  例）関 東大震災時 ：○○人が 井戸に毒を 入れた  

    阪 神・淡路大 震災：大き な余震が○ ○地区にく る 

・災害時には、人々の 不安が大き い時や、情 報の需要が 増加する の に

対して情報 の供給が減 少してしま うので、そ のギャップ を埋めるた め

に、憶測を 含む流言が 人々の間に 広がること を理解する 。 

荻原チキ（ 2011）： 検証 東日 本大震災の 流言・デマ 、光文社新 書 

・短時間で現地のニー ズを把握し 、共有する ことによっ て、効果 的 な

支援につな がり、復興 への指針を 立案し、安 心感を共有 できる。そ の

ためには 、通信機器や 手段につい ては複数確 保しておく ことが必要 と

なる（今後 の災害対応 として、衛 生電話や無 線機は必須 ）。 

・情報の出 典を明らか にしていき ながら 、正 しい情報に 収斂してい く 。 

・間違 った 情報が流れ た際に、そ れに気づい たときには 真摯に訂正 を

していく姿 勢が必要と なる。  

・特に 危険 な時期や地 域に派遣し た救護要員 については 、その家族 へ

の連絡は、所属施設側 から配慮す る必要があ る。通信が 可能になっ た

時点で、家 族への連絡 が取れれば 、それを行 うことを配 慮する。  

－ 31 －
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第 5 章 派遣要員 の終了撤 収時活動 ・・・終 わりよけ ればすべ てよし！  

 

 撤収は， 活動を終了 し後続班に 引き継ぐも のと活動自 体の収束す るものに分 かれ

る。救護班 の完全撤収 は，急性期 の救護活動 から復興事 業への返還 を意味する もの

でもあり， その役割は 多岐にわた ることが多 い。  

救護所の撤 収は，要救 護者の処置 並びに移送 などの終了 し，災害現 場，被災地 域 ，

救護所，被 災地域内に 及び救護所 内に診るべ き者がいな いことを確 認し，班長 が支

部現地災害 対策本部や 支部及び市 町村対策本 部にその旨 を報告し， 撤収の指示 が出

た場合に撤 収となる。  

  撤収作 業前には， 主に以下の 作業が必要 となってく る。  

 ・被災者 の疾病構造 や数，他団 体の活動状 況，被災地 の医療機関 の復興状態 など

の情報収集  

 ・それま での活動の まとめと災 害対策本部 ，支部や本 社，行政等 への報告準 備 

 ・被災者 や行政への 撤収時期の 広報，被災 地の医療機 関や他機関 などへの引 き継

ぎ内容のま とめ  

 ・診療材 料等のドネ ーション準 備，持ち帰 り物品の仕 分け整理  

 

上記の活動 を，それま での診療活 動と並行に すすめなけ ればならず ，不慣れな 被災

地で業務に 加え，必然 的に業務量 が多くなる 。「被災者 を見捨てる 」といった 思 い や

復興を見ず に「自分だ けが日常生 活に戻る」「何もでき なかった」といった罪 悪 感 に

さいなまれ ることもあ る。場合に よれば，救 護活動の全 撤収の判断 をまかされ た場

合に，その 思いは強く なる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 常 生 活 に 戻 る 自 分 に し か で き な い こ と も あ る 。  

・被災者を 見捨てて帰 るのではな い。見て き たこと，し てきたこと をまとめ ，話

し，被災者 ，被災地の 状況を伝え ることも大 事な役割で あることを 理解しよ う 。 

被災者，地 元関係機関 にも，その ことを伝え ，激励して 去ろう。  

・活動中に 行う引き継 ぎ準備は， チーム内で 役割分担し て行おう。  

 他機関や 医療施設へ の寄贈，後 続班への引 き継ぎ物品 ，持ち帰り 物品は，  

状況に応じ て変わるの で，リスト を用いて明 確にしよう 。 

引き継ぎは 業務以外の 生活面など も行おう。  

・帰還経路 の安全を確 認するのは 勿論。  

心身負担が 少ない手段 と経路の選 択が必要。  
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１）引き継 ぎの方法と 持って帰る ものと置い ていくもの の整理  

 後続班へ の引き継ぎ は，すくな くとも 2 日間は必要 で，実務を 行いながら 引き 継

ぎを行う。 また，災害 の種類やフ ェーズ，疾 病構造，被 災地の医療 機関の復興 状態

なども考慮 して寄贈先 や品目，数 を決定する が，偏りが ないように 寄贈する。 資機

材のリスト を作成し， 役割を決め ，在庫を整 理し，撤収 に臨む。  

  

２）被災者 への挨拶と 激励  

時に，撤収 の判断を任 されたり， 地域の復興 と撤収にむ けて医療活 動の縮小の ため

被災者の心 情を考えて 活動を行う 必要がある 。救護者自 身も無力感 ，罪悪感に さい

なまれやす い時期であ るため，自 己の班の役 割を再確認 しあいなが ら，未来の 復興

の希望へつ なげられる よう気持ち を切り替え る必要があ る。  

  

 

３）帰路経 路の安全確 認とマナー  

 被災地に 向かう時と 同様に帰還 時の安全の 確保は重要 である。ま た，帰還中 も救

護服を着て いるため気 が抜けない 状態である ことも確か である。他 者から見ら れて

いる立場で あることを も自覚しつ つ，それで いて，スト レスが軽減 できるよう な工

夫が必要で ある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エピソード 

 

・も う ，本 当 に ，救 護 所 で の 薬 と か 出 す の を や め て ，地 域 の 活 性 化 を し て い こ う と い っ

て 。お 薬 も そ の 地 域 で 出 す よ う に し て 。で ，ど ん ど ん 病 院 を ，個 人 病 院 を 紹 介 し て 。や

っ ぱ り ，救 護 所 に 来 る 人 た ち は ，見 捨 て る ん か み た い な 。１ 回 ，す ご く 怒 ら せ て し ま っ

て 。  

・避 難 所 の 人 を 置 い て 出 て い く と い う の も す ご く 辛 い 心 苦 し か っ た で す 。～ ～ ～ 無 力 さ

を 感 じ た と い う か 。  

ホッとエピソード 

  

・ 帰 り の 最 後 の 日 に は ， ホ テ ル に と ま っ た り と か ， お い し い も の を 食 べ さ せ て も ら っ た

り し た の で ， か な り 癒 さ れ ま し た 。 お 風 呂 に も や っ と 入 れ て 。  
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第 6 章   派遣要員 帰還時の 対応  

 

 過緊張での被災地での救護活動と生活，被災地の往復の移動により派遣者自 身

は自覚していなくとも心身疲労は大きいことは先述のとおりである。よっ て，帰

還後の適切な対応が非常に重要である。 

 

 

 

１）出迎え 式 

 施設の代 表として活 動を行い， 帰還した派 遣者の出迎 えは，施設 管理者や派 遣 者

の上司や同 僚を含め多 くの職員に よって行わ れることが 望ましく， 疲労がピー ク で

ある派遣者 にとって非 日常から日 常にもどる きっかけと なり，派遣 後の「孤独 感 」

の軽減とも なる。また ，出迎え式 は日本赤十 字社の活動 報告，広報 ともなるた めマ  

スコミにも 通知するこ と検討する とよい。  

 

 

 

ホッとエピソード 

 

・「 救 護 班 が 今 回 帰 っ て き ま し た 」 っ て い う ア ナ ウ ン ス が あ っ て ， 正 面 玄 関 の 所 で

た く さ ん の 職 員 を 前 に「 帰 っ て き ま し た 」と 挨 拶 を す る よ う な 会 も ち ゃ ん と 開 い て

頂 い て 。で ，本 当 に ，私 が 言 っ て 帰 っ て き た 後 に 行 っ た 時 に は ，で き る だ け ，そ こ

に 参 加 し て 労 を 労 っ て や り た い な っ て い う 気 持 ち に な り ま す 。 出 迎 え て も ら う の

は ， と て も 嬉 し い 。  

・結 構 ，遅 か っ た ん で す 。1 人 だ っ た の で ，お 迎 え も な い な あ っ て 思 っ と っ た ん や

け ど 院 長 先 生 が 待 っ て て 下 さ っ て て 。 事 務 の 方 も 皆 。 ち ょ っ と 嬉 し か っ た な 。  

 

・出迎え式 で，派遣者 の無事帰還 を笑顔で迎 え，ともに 喜び，労を ねぎらおう 。 

・活動を振 り返り，文 字にしてま とめ，振り 返る作業と して報告会 で「区切り 」

をつけよう 。 

・ フ ォ ー マ ル ， イ ン フ ォ ー マ ル に 全 員 が 活 動 を 振 り 返 り ， 体 験 を 振 り 返 り ， 思

いを共有で きる人と時 間と場所を 意図的に設 けよう  

 文 字 と し て ま と め る こ と は 自 分 の 体 験 の 整 理 と と も に ， 後 続 班 や 次 の 派 遣 へ

の資料とも なる。  

・ 確 実 に 心 身 共 に 休 め る 日 を 確 保 し ， で き る だ け 普 段 通 り の 日 常 生 活 を 意 図 的

に行うこと も大切。  
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２）報告会   

活動のま と めとして報 告会がある 。フォーマ ルな報告会 として，施 設長や看 護 部

主催，支部 や支部長へ の報告など があり，主 に活動内容 や被災地の 状況報告が 中 心

となるが， 自分たちの 活動を簡単 にまとめる 作業となる 。その他， 関連学会へ の 発

表，投稿と いった外部 への報告の 活動を客観 的にみつめ なおす作業 として効果 が あ

る。いずれ にしても， この作業は 自己に救護 活動の終了 を意識づけ ることにも な る

ので，班長 や看護師長 だけでなく 救護員全員 ができるよ うに配慮が 必要である 。個 々

人，そして チームとし て，専門職 としてのま とめの作業 が行えるよ うな体制が 必 要

である。  

 

 

 また，フ ォーマルな 場では活動 内容中心の 報告となる ことが多い が，班員同 士 ，

部署の同僚 ，家族や友 人へ派遣時 の状況や思 いを語るも こころのケ アには有意 義 で

ある。  

 

 

３）派遣要 員へのねぎ らい  

業務の報 告 だけでなく ，労をねぎ らう意味で の会，慰労 会や茶話会 などの開 催 も

班員同士， 班員以外と の体験の共 有にも効果 があり，精 神的ケアに つながるこ と が

期待できる 。 

エピソード 

 

・４ 班 合 同 で 一 緒 に ミ ー テ ィ ン グ を し て ，話 を い ろ い ろ し て ，そ こ に は 看 護 部 か ら コ

ー ヒ ー と ケ ー キ が 出 ま し て 。 そ う い う 場 を 設 け て い た だ き ま し て 。 そ の あ と ，「 経 験

を 学 会 で 発 表 し な さ い 」と い う こ と だ っ た の で ，も う 帰 っ て す ぐ 学 会 で 発 表 す る 準 備

を し て ～ 。そ の 後 ，小 学 校 で 話 し て ～ 。活 動 の 実 際 の 様 子 が 聞 け て 凄 く 良 か っ た と か

言 っ て 下 さ っ た の で ，そ れ を ま と め た り ，パ ワ ー ポ イ ン ト を 作 っ た り す る 時 に も ，自

分 の 振 り 返 り と い う か ， そ う い う の に な っ た の か と い う 思 い は し て い ま す 。  

ホッとエピソード 

 

・同 じ 班 と か ，他 に 行 っ た 救 護 班 の 方 と 話 し た り と か っ て ，状 況 の 交 換 し た い と か と

い う の は ， 一 番 ケ ア に な っ た と 思 い ま す 。  

・一 番 私 が 癒 さ れ る と い う か ，あ れ 良 か っ た と 思 う の は ，同 じ 職 場 と か 同 じ 時 に 一 緒

に 行 っ た 人 と か 同 じ と こ ろ に い た 人 に ，あ の 人 元 気 か な あ と か ，あ の と き は あ あ や っ

た よ ね と か ， 同 じ 体 験 し た 人 と 話 す ， あ る 意 味 ， ピ ュ ア サ ポ ー ト 的 な と こ ろ で 。  
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エピソード 

 

・お お っ ぴ ら に 言 え な い 。院 内 で は 言 え な い け ど ，何 か 吐 き 出 し た い っ て い う か 必 ず

あ る ん で す 。や っ ぱ り ，救 護 師 長 で あ っ て も 看 護 係 長 で あ っ た り っ て ，赤 十 字 の 救 護

班 っ て い う こ と で ，や っ ぱ り 当 然 で あ っ た り と か ，怖 か っ た り と か 辛 か っ た ，し ん ど

か っ た と か い う こ と は ，あ ん ま り お お っ ぴ ら に 言 え な い 状 況 が あ る か な っ て い う の も

あ る の で ，そ う い う こ と を 気 兼 ね な く ，や っ ぱ り 言 い た い タ イ ミ ン グ で 言 え る こ と が

で き る と ， も う 少 し 自 分 の 中 で 気 持 ち の 整 理 っ て い う の が し や す く な る か な と 。  

・違 和 感 が あ り ま し た 。１ つ は 日 常 に 戻 っ た 罪 悪 感 っ て い う の は 絶 対 あ っ た と 思 う ん

で す よ 。現 地 で あ あ い う 生 活 を し て い る 人 た ち が い る の に ，何 も か わ っ て な い わ け じ

ゃ な い で す か ，自 分 の 生 活 自 体 は 。本 当 に ，な に か ，こ う い う 生 活 を し て い い の だ ろ

う か と 。  

・８ 割 ９ 割 は 苦 し い な っ て い う 思 い が い つ も 持 ち な が ら ，ど っ か 次 に ，こ の 人 た ち を

サ ポ ー ト し て く れ る 人 た ち が い る の か な ，そ れ を 私 た ち が 次 の 人 に ，誰 に 伝 え て い っ

た ら い い の か な っ て す ご く 思 う 毎 日 で し た 。 箱 の 中 に 蓋 を し て 帰 っ て く る よ う な 状

態 。 箱 を 開 け き れ て な い 自 分 が ま だ い る ん だ な っ て 。  
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資料 1. 
 

平成   年  月  日 

救護班名簿 
 
日本赤十字社      支部 第  救護班（病院名：      ） 
 出発日時     平成   年   月   日     ： 
 帰着予定日時  平成   年   月   日     ： 
 目的地（県・地域名） 
  連絡先    TEL① 

TEL② 
業務用無線 
ｅ－ｍａｉｌ 

職種 氏名 備考 

班 長（医 師）  （   科） 

  （   科） 

看護師長   

看護師   

   

   

   

   

主 事   

   

   

支部連絡調整員   

   

 
※ 「こころのケア」要員については、備考にその旨を記載すること。 
※ 「帰着予定日時」は自支部（施設）への帰着予定を記載すること。 
※ 複写の２枚は、被災地支部災害対策本部と自支部に提出すること。 

資料１
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外

の
資

機
材

の
準

備
 

□
 

医
療

資
機

材
以

外
の

資
機

材
の

準
備

及
び

リ
ス

ト
の

作
成

（
様

式
）

 

□
 

被
災

地
へ

入
る

前
に

調
達

す
べ

き
食

料
及

び
資

機
材

を
確

認
し

必
要

に
応

じ
て

調
達

 

（
1

）
情

報
収

集
 

□
 

被
災

情
報

収
集

（
災

害
の

種
類

、
発

生

時
刻

、
発

生
場

所
、

被
害

状
況

（
物

的
・

人

的
被

害
）
、

被
災

地
の

気
象

情
報

（
気

温
、

天

候
等

）、
救

護
活

動
の

進
捗

状
況

（
他

機
関

の

活
動

状
況

等
）、

道
路

状
況

）
 

□
 

活
動

地
点

で
の

電
気

、
水

道
、

ガ
ス

、

通
信

等
の

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
状

況
の

確
認

 

□
 

移
動

中
も

で
き

る
限

り
情

報
を

収
集

 

（
2

）
連

絡
手

段
の

確
認

 

□
 

救
護

班
要

員
相

互
の

連
絡

手
段

の
確

保
 

□
 

派
遣

元
支

部
と

の
連

絡
方

法
確

認
 

□
 

被
災

地
支

部
現

地
災

対
本

部
、

先
発

救

護
班

の
情

報
収

集
及

び
連

絡
方

法
確

認
 

□
 

被
災

地
都

道
府

県
及

び
市

町
村

と
の

連

絡
方

法
確

認
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資
料

2.
 

 2
.被

災
地

で
の

活
動

準
備

 

医
師

 
看

護
師

長
・

看
護

師
 

主
事

 

管
理

業
務

 
調

整
業

務
 

（
1

）
 

到
着

報
告

 

□
 

被
災

地
支

部
現

災
対

本
部

へ
の

到
着

報
告

、
救

護
班

要

員
名

簿
（

様
式

）
の

提
出

 

□
 

活
動

実
施

場
所

の
調

整
 

（
2

）
 

情
報

収
集

 

□
 

地
元

・
周

辺
医

療
機

関
の

被
害

と
機

能
の

確
認

 

□
 

後
方

搬
送

先
の

確
認

 

（
3

）
 

救
護

班
の

管
理

 

□
 

医
療

面
で

の
指

揮
・

報
告

系
統

の
確

認
 

□
 

業
務

内
容

の
確

認
と

打
ち

合
わ

せ
 

（
4

）
 

診
療

業
務

の
手

順
決

定
 

□
 

診
療

業
務

手
順

の
決

定
 

□
 

ト
リ

ア
ー

ジ
体

制
、

傷
病

者
搬

送
ル

ー
ト

・
手

段
の

決

定
 

□
 

死
体

の
検

案
、

処
理

体
制

の
確

認
 

（
1

）
資

機
材

の
準

備
 

□
 

（
発

災
当

初
の

場
合

）
ト

リ
ア

ー
ジ

・
タ

グ
（

様
式

）
野

準
備

 

□
 

受
付

表
（

様
式

）
、

診
察

台
、

薬
品

、
そ

の
他

の
資

機
材

配
置

の
準

備
 

□
 

（
救

護
所

を
設

営
す

る
場

合
）

救
護

所
の

設
営

 

□
 

（
巡

回
診

療
を

行
う

場
合

）
巡

回
診

療
用

携
行

資
機

材
の

準
備

 

（
２

）
診

療
業

務
の

手
順

確
認

 

□
 

統
一

診
療

方
針

確
認

 

□
 

ト
リ

ア
ー

ジ
体

制
、

傷
病

者
搬

送
ル

ー
ト

・
手

段
野

確
認

 

□
 

看
護

師
間

の
業

務
分

担
 

□
 

ト
リ

ア
ー

ジ
・

タ
グ

、
患

者
カ

ル
テ

（
様

式
）

の
取

り
扱

い
の

確
認

 

（
1

）
情

報
収

集
 

□
 

活
動

地
点

で
の

電
気

、
水

道
、

ガ
ス

、
通

信
等

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

状
況

の
確

認
 

（
２

）
資

機
材

の
準

備
 

 
資

機
材

の
準

備
 

（
３

）
救

護
班

の
管

理
 

□
 

管
理

調
整

面
で

の
指

揮
・

報
告

系
統

の
確

認
 

□
 

業
務

内
容

の
確

認
と

打
ち

合
わ

せ
 

（
４

）
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

実
施

 

□
 

救
護

班
内

内
定

例
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

設
定

 

（
５

）
診

療
業

務
の

手
順

確
認

 

□
 

統
一

診
療

方
針

確
認

 

□
 

ト
リ

ア
ー

ジ
体

制
、

傷
病

者
搬

送
ル

ー
ト

・
手

段
の

確
認

 

□
 

各
種

様
式

の
運

用
方

法
の

確
認

 

（
1

）
到

着
報

告
 

□
 

派
遣

元
支

部
あ

て
到

着
報

告
 

（
2

）
情

報
収

集
 

□
 

被
災

地
支

部
現

地
災

対
本

部
（

必
要

に

応
じ

て
自

治
体

、
医

療
機

関
、

避
難

所
）

で

情
報

を
収

集
 

□
 

広
報

対
応

方
法

確
認

 

（
3

）
資

機
材

の
準

備
 

 
資

機
材

の
準

備
 

（
4

）
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

実
施

 

□
 

被
災

地
支

部
現

地
災

対
本

部
と

定
例

ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
調

整
（

日
赤

関
係

者
内

、
他

機

関
の

救
護

班
、

地
元

保
健

担
当

者
等

）
 

（
5

）
他

機
関

と
の

連
携

 

□
 

他
機

関
と

の
連

携
要

否
及

び
方

法
の

検

討
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2.
 

 3
.救

護
活

動
の

実
施

 

医
師

 
看

護
師

長
・

看
護

師
 

主
事

 

管
理

業
務

 
調

整
業

務
 

（
1

）
 

医
療

救
護

活
動

 

□
 

災
害

現
場

で
の

ト
リ

ア
ー

ジ
、

応
急

処
置

等
 

□
 

被
災

地
内

の
病

院
に

お
け

る
診

療
の

支
援

 

□
 

消
防

ヘ
リ

、
救

急
車

等
内

で
の

患
者

搬
送

時
の

観
察

、
必

要
な

処
置

 

□
 

S
C

U
に

お
け

る
患

者
安

定
化

処
置

、
搬

送
ト

リ
ア

ー
ジ

等
 

□
 

広
域

医
療

搬
送

で
の

航
空

機
内

に
お

け
る

患
者

の
観

察
、

必
要

な
処

置
 

□
 

救
護

所
の

設
置

、
診

療
の

実
施

 

□
 

助
産

 

□
 

死
体

の
処

理
 

□
 

こ
こ

ろ
の

ケ
ア

 

□
 

防
疫

体
制

の
支

援
 

（
2

）
 

資
機

材
の

確
認

 

□
 

不
足

資
機

材
の

確
認

 

（
3

）
 

救
護

班
の

管
理

 

□
 

救
護

班
要

員
の

健
康

管
理

 

（
4

）
 

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

参
加

 

□
 

定
例

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

参
加

 

（
救

護
班

内
、

日
赤

関
係

者
内

、
他

機
関

の
救

護
班

、
地

元
保

健
担

当
者

等
）

 

（
5

）
 

記
録

 

□
 

ト
リ

ア
ー

ジ
・

タ
グ

、
患

者
カ

ル
テ

（
様

式
）

の
作

成
 

（
1

）
医

療
救

護
活

動
 

□
 

（
看

護
師

長
）

医
師

の
補

完
と

し
て

の
ト

リ

ア
ー

ジ
の

実
施

 

□
 

看
護

業
務

 

□
 

助
産

 

□
 

死
体

の
処

理
 

□
 

重
傷

者
の

後
送

 

□
 

防
疫

対
策

の
支

援
 

（
２

）
資

機
材

の
管

理
 

□
 

医
療

資
機

材
の

消
毒

 

□
 

医
療

廃
棄

物
の

処
理

 

□
 

医
療

資
機

材
の

管
理

及
び

管
理

台
帳

（
様

式
）

へ
の

記
載

 

□
 

ト
リ

ア
ー

ジ
・

タ
グ

、
患

者
カ

ル
テ

（
様

式
）

の
保

管
 

（
3

）
救

護
班

の
管

理
 

□
救

護
班

要
員

の
健

康
管

理
 

（
4

）
被

災
者

の
ニ

ー
ズ

把
握

 

□
 

被
災

者
の

医
療

ニ
ー

ズ
把

握
 

（
1

）
医

療
救

護
活

動
 

□
 

取
扱

者
の

受
付

、
受

付
表
（

様

式
）

の
記

載
、

後
方

搬
送

先
の

記

載
 

□
 

救
護

所
設

置
の

広
報

 

（
2

）
資

機
材

の
管

理
 

□
 

車
両

の
操

作
、

点
検

整
備

 

□
 

医
療

資
機

材
以

外
の

資
機

材

の
管

理
及

び
管

理
台

帳
（

様
式

）

へ
の

記
載

 

（
3

）
救

護
班

の
管

理
 

□
 

救
護

班
要

員
の

衣
食

住
の

安

定
的

な
供

給
 

□
 

活
動

時
間

及
び

内
容

の
確

認
 

（
4

）
そ

の
他

の
庶

務
 

□
 

救
護

班
の

会
計

 

□
 

活
動

報
告

（
様

式
）

の
作

成
、

被
災

地
支

部
現

地
災

対
本

部
あ

て

提
出

 

（
1

）
情

報
収

集
、

連
絡

調
整

 

□
 

被
災

地
支

部
現

地
災

対
本

部
、

他
の

救
護

班
、

被
災

地
都

道
府

県
及

び
市

町
村

、
他

機
関

と
の

連
絡

調
整

、
連

携
 

□
 

被
災

地
支

部
現

地
災

対
本

部
へ

の
活

動
内

容
の

報
告

 

（
2

）
資

機
材

の
補

充
 

□
 

被
災

地
支

部
現

地
災

対
本

部
へ

の
補

充
資

機
材

（
医

療
資

機
材

を
含

む
）

の
要

請
 

□
 

通
信

機
器

（
携

帯
電

話
、

衛
星

電
話

、
業

務
用

無
線

等
）

の
運

用
 

（
3

）
そ

の
他

の
庶

務
 

□
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
統

括
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2.
 

 4
.引

継
ぎ

・
撤

収
〜

帰
還

 

医
師

 
看

護
師

長
・

看
護

師
 

主
事

 

管
理

業
務

 
調

整
業

務
 

（
1

）
 

交
替

救
護

班
へ

の
引

継
ぎ

 

□
 

救
護

活
動

の
終

了
指

示
 

□
 

患
者

及
び

業
務

の
引

継
ぎ

 

（
2

）
 

撤
収

及
び

帰
還

報
告

 

□
 

被
災

地
支

部
現

地
災

対
本

部
へ

撤
収

及
び

帰
還

報
告

 

□
 

派
遣

元
支

部
へ

撤
収

及
び

帰
還

報
告

 

（
1

）
 

交
替

救
護

班
へ

の
引

継
ぎ

 

□
 

患
者

及
び

業
務

の
引

継
ぎ

 

□
 

医
療

資
器

材
の

数
の

点
検

、
引

継
ぎ

リ
ス

ト
作

成
 

□
 

清
掃

、
汚

物
の

処
理

 

□
 

ト
リ

ア
ー

ジ
・

タ
グ

、
患

者
カ

ル
テ

（
様

式
）
、

活
動

報
告

の
引

継
ぎ

 

（
1

）
 

交
替

救
護

班
へ

の
引

継
ぎ

 

□
 

管
理

業
務

の
引

継
ぎ

 

□
 

医
療

資
機

材
以

外
の

資
機

材
の

数
の

点
検

、
引

継
ぎ

リ
ス

ト
作

成
 

 

（
1

）
 

交
替

救
護

班
へ

の
引

継
ぎ

 

□
 

調
整

業
務

の
引

継
ぎ

 

（
2

）
 

出
発

報
告

 

□
 

派
遣

元
支

部
あ

て
出

発
報

告
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2.
 

  

品
名

 
救

護
所

関
係

 
数

 
救

護
員

 
数

 

 
医

療
セ

ッ
ト

 
1

組
 

救
護

員
作

業
衣

（
上

、
下

、
ベ

ル
ト

付
）

 
要

員
数

×
２

着
 

 
携

帯
型

医
療

セ
ッ

ト
 

1
組

 
救

護
員

作
業

帽
 

要
員

数
 

 
事

務
用

品
セ

ッ
ト

 
1

組
 

ヘ
ル

メ
ッ

ト
 

 
テ

ン
ト

 
1

張
 

ベ
ス

ト
（

反
射

チ
ョ

ッ
キ

）
 

 
担

架
 

２
台

 
編

上
靴

 

 
担

架
架

台
 

２
組

 
運

動
靴

 

 
折

畳
寝

台
 

４
台

 
作

業
用

グ
ロ

ー
ブ

 

 
毛

布
 

1
6

枚
 

雨
衣

・
防

寒
衣

 

 
患

者
掲

示
紙

 
2

0
枚

 
水

筒
 

 
発

電
機

 
1

基
 

ワ
ッ

ペ
ン

（
胸

章
・

肩
章

）
 

 
燃

料
携

行
缶

 
1

個
 

防
塵

ゴ
ー

グ
ル

 

 
延

長
コ

ー
ド

（
電

工
ド

ラ
ム

）
 

1
本

 
防

塵
マ

ス
ク

 

 
投

光
機

 
４

基
 

ヘ
ッ

ド
ラ

ン
プ

 

 
蛍

光
灯

（
防

爆
型

）
 

４
基

 
寝

袋
 

 
折

畳
机

 
1

脚
 

携
行

バ
ッ

ク
（

ベ
ル

ト
）

 

身
分

証
明

書
等

、
筆

記
用

具
、

現
金

、
軍

手
、

雨
具

、

洗
面

用
具

、
タ

オ
ル

、
ロ

ー
プ

、
テ

ィ
ッ

シ
ュ

、
五

徳

ナ
イ

フ
、

ラ
イ

タ
ー

、
洗

濯
バ

サ
ミ

、
マ

ス
ク

、
ゴ

ー

グ
ル

、
笛

、
小

型
懐

中
電

灯
ヘ

ッ
ド

ラ
ン

プ
、

ビ
ニ

ー

ル
袋

、
裁

縫
セ

ッ
ト

、
安

全
ピ

ン
、

印
鑑

、
食

糧
、

水
、

寝
袋

、
防

寒
対

策
・

着
替

え
 

 
折

畳
み

椅
子

 
４

脚
 

 
テ

レ
ビ

ま
た

は
携

帯
ラ

ジ
オ

 
1

台
 

 
携

帯
用

マ
イ

ク
 

１
台

 

 
携

帯
型

無
線

機
（

1
5

0
M

H
z
）

 
２

台
 

 
携

帯
型

無
線

機
（

4
0

0
M

H
z
）

 
２

台
 

 
携

帯
電

話
（

災
害

時
優

先
）

 
1

台
 

 
ノ

ー
ト

型
パ

ソ
コ

ン
（

プ
リ

ン
タ

ー
、

通
信

カ
ー

ド
等

）
 

1
台

 
 

 
 

 

※
救

護
班

（
d

E
R

U
を

の
ぞ

く
）

の
資

機
材

等
、

こ
こ

に
記

載
し

た
物

は
、

あ
く

ま
で

も
最

低
限

の
リ

ス
ト

で
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平成  年  月  日  時  分 

救 護 日 誌 

1.救護班名 日本赤十字社    支部 第  救護班（病院名：    病院） 

2.報告期間  月  日（  ）0時〜  月  日（  ）２４時 

3.活動内容 病院支援・救護所診療・巡回診療（ カ所）・その他（ヘリ搬送・  ） 

      活動場所名：                      ： 

4.受診者の状況 

取扱い人数  

① 診察した人数内訳                             単位：人 

 性別 
計 

重症度 
対応 

男性 女性 重症 中等症 軽症 

乳幼児 
      ①診察のみ(      ) ②診察と与薬(        ) 

③後方搬送(      ) ④その他(                ) 

成人 
      ①診察のみ(      ) ②診察と与薬(        ) 

③後方搬送(      ) ④その他(                ) 

高齢者 
      ①診察のみ(      ) ②診察と与薬(        ) 

③後方搬送(      ) ④その他(                ) 

計 
      ①診察のみ(      ) ②診察と与薬(        ) 

③後方搬送(      ) ④その他(                ) 

※ 乳幼児（０〜４歳）、成人（５〜７４歳）高齢者（７５歳以上）、妊婦は備考に記載のこと。 

〈以下の項目については、帰着後１週間以内に所属支部に報告のこと。〉 

② 疾病等の状況                                単位：人 

症 状 受診者数（単位：人） 対応 

上気道感染症   

肺炎   

喘息   

腹痛   

便通障害（下痢、便秘）   

高血圧症   

循環器疾患   

脳血管障害   

外傷（打撲、捻挫、骨折）   

腰痛・神経痛   

産婦人科疾患（出産）   

ストレス症状   

その他   

計   
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5.救護要員の心身の健康および状態のチェック 

  

食事  

排泄 トイレ使用可 

清潔 手洗い 

着替え 

入浴 

休憩時間の確保  

睡眠場所の確保  

ストレス症状 

チェック 

各自でチェック

する。 

□ 周囲から冷遇されていると感じる 

□ 向こう見ずな態度をとる 

□ 自分が偉大なように思えてしまう 

□ 休息や睡眠をとれない 

□ 同僚や上司を信頼できない 

□ けがや病気になりやすい 

□ 物事に集中できない 

□ 何をしても面白くない 

□ すぐ腹が立ち、人を責めたくなる 

□ 不安がある 

□ 状況判断や意思決定をよく誤る 

□ 頭痛がする 

□ よく眠れない 

□ 酒やたばこが増える 

□ じっとしていられない 

□ 気分が落ち込む 

□ 人と付き合いたくない 

□ 問題があるとわかりながら考えない 

□ いらいらする 

□ もの忘れがひどい 

□ 発疹が出る 

 

(参考:填島敏治・前田潤(2004).災害時のこころのケア,日本赤十字社) 

 その他、気がかりなことの自由記載 

 

 

6.その他（ニーズ、提言、今後の予定等） 
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